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１．調査の概要 

 

本調査は、平成 27 年度に「稚内市人口ビジョン」と「稚内市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を策定するために必要な基礎資料の収集を目的に実施したものです。 

 

調査対象 
平成 27 年 4 月 1 日現在、市内に在住する 18 歳以上 50 歳未満の方、

合計 2,000 人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査期間 平成 27 年 5 月 11 日～5 月 29 日 

調査方法 
自由記入方式 

郵送による調査票の配布・回収 

 

２．調査票の回収結果 

 

 票数 回収率 

調査票の配布 2,000 － 

調査票の回収 634 31.7％ 

 

３．集計結果の表し方 

 

 調査結果の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

 百分率による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、本

文および図の数字に関しては、すべて小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第１位までを表記し

ています。複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％を超えることがあります。 

 クロス集計（男女別の集計など）の表については、分析軸の項目の後の「n」と表記した列で各

項目の回答者数を表記しています。 

 クロス集計の分析軸となる項目に「無回答」がある場合は表示していません。よって、「全体」

の数値と各項目の和が一致しない場合があります。 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 集計結果 
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１．回答者の属性について 

（１） 回答者の性別 

 

回答者の性別は、男性が 46.1％、女性が 52.2％となっています。 

① 性別 （１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 回答者の年齢 

 

回答者の年齢は、「35～39 歳」が 21.9％と最も多く、次いで「40～44 歳」（21.1％）、「45 歳以上」

（19.7％）、「30～34 歳」（14.5％）と続いています。 

② 年齢 （１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性
46.1%女性

52.2%

無回答
1.7%

（n=634）

2.7

8.4

9.9

14.5

21.9

21.1

19.7

1.7

0% 5% 10% 15% 20% 25%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45歳以上

無回答 （n=634）
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（３） 回答者の居住地域 

 

居住地域は、「南中学校の校区」が 32.6％と最も多く、次いで「東中学校の校区」（23.0％）、「潮見が丘中

学校の校区」（20.2％）と続いています。 

③ 居住地域 （１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 回答者の通算居住年数 

 

回答者の居住年数は、「30 年以上」が 31.7％と最も多く、次いで「３年未満」（20.2％）、「20～29 年」

（18.0％）と続いています。 

④ 稚内市の通算居住年数（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.6

23.0

20.2

15.5

2.5

2.2

1.3

0.8

1.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

南中学校の校区

東中学校の校区

潮見が丘中学校の校区

稚内中学校の校区

宗谷地区

天北地区

抜海・勇知地区

西地区

無回答 （n=634）

20.2

8.2

8.4

12.0

18.0

31.7

1.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

3年未満

3～5年

6～10年

11～19年

20～29年

30年以上

無回答
（n=634）
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（５） 回答者の出生地 

 

回答者の出生地は、「稚内市」が 50.2％と最も多く、次いで「宗谷管内以外の道内市町村」（30.0％）、「道

外市区町村」（11.0％）と続いています。 

⑤ 出生地（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 回答者の世帯構成 

 

回答者の世帯構成は、「夫婦と子ども」が 36.1％と最も多く、次いで「親と同居」（20.2％）、「ひとり暮らし」

（15.1％）と続いています。 

⑥ 世帯構成（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.2

30.0

11.0

7.1

0.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

稚内市

宗谷管内以外の道内市町村

道外市区町村

稚内市以外の宗谷管内町村

海外

無回答 （n=634）

36.1

20.2

15.1

13.1

6.2

4.7

2.8

1.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

夫婦と子ども

親と同居

ひとり暮らし

夫婦のみ

３世代同居

自分と子ども

その他

無回答 （n=634）
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（７） 回答者の世帯年収 

 

回答者の世帯年収は、「200 万円以上、400 万円未満」が 30.1％と最も多く、次いで「400 万円以上、

600 万円未満」（30.0％）、「600 万円以上、800 万円未満」（15.3％）と続いています。 

⑦ 世帯年収（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.4

30.1

30.0

15.3

3.9

4.9

4.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

200万円未満

200万円以上、400万円未満

400万円以上、600万円未満

600万円以上、800万円未満

800万円以上、1,000万円未満

1,000万円以上

無回答
（n=634）
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２．結婚について 

（１） 現在の婚姻状況 

 

現在の婚姻状況は、「既婚」が 59.6％、「独身（未婚）」（32.0％）、「独身（婚姻歴あり）」（7.6％）となってい

ます。 

問 1 あなたは、現在、結婚していますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別では、全体と比較して男性は独身の割合が高く、女性は低くなっています。 

○年齢階級別でみると、30 歳未満は独身の割合が高く、30 歳以上で既婚者が 50％を超える状況と

なっています。また、40 歳以上の各年齢階級で独身の人は 20％以上となっています。 

（％） 

  ｎ 
独身 
（未婚） 

独身 
（婚姻暦あり） 

既婚 無回答 

全体  634 32.0 7.6 59.6 0.8 

性別 男性 292 39.4 6.8 53.1 0.7 

 女性 331 25.4 8.5 65.3 0.9 

年齢 19 歳以下 17 100.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 53 84.9 1.9 11.3 1.9 

 25～29歳 63 49.2 7.9 42.9 0.0 

 30～34歳 92 28.3 4.3 66.3 1.1 

 35～39歳 139 17.3 5.0 77.0 0.7 

 40～44歳 134 20.1 9.7 69.4 0.8 

 45 歳以上 125 22.4 14.4 62.4 0.8 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

59.6

32.0

7.6

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

既婚

独身（未婚）

独身（婚姻歴あり）

無回答 （n=634）
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（２） 独身の理由 

 

独身の理由は、「出会う機会、きっかけがない」が 40.2％で最も多く、次いで「結婚したいと思える相手がい

ない」（33.9％）が続いており、結婚相手との出会いに関する理由が上位を占めています。そのため、未婚化・

晩婚化への対策として、お見合いパーティ等出会いの機会を増やす施策やきっかけづくりなどが必要であると

考えられます。 

他の理由として、「家族を養うほどの収入がない」（26.3％）が上位となっており、経済的な面での心配から

独身でいる人もみられます。 

〈問１で「独身（未婚）」「独身（婚姻歴あり）」を選択した方のみ〉 

問 2 現在、結婚していない理由は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.2

33.9

26.3

17.9

15.5

12.7

11.6

11.2

9.6

6.4

6.0

6.0

1.2

11.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

出会う機会、きっかけがない

結婚したいと思える相手がいない

家族を養うほどの収入がない

精神的に自由でいられる

結婚資金が足りない

結婚に意味を見出せない

まだ若すぎる

経済的に自由がきく

異性とうまく付き合えない

理由は特にない

既に結婚が決まっている

仕事（学業）に打ち込みたい

親や周囲が同意しない

その他

無回答 （n=251）
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《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別でみても、上位回答は「出会う機会、きっかけがない」「結婚したいと思える相手がいない」

が上位回答となっていますが、男性は「家族を養うほどの収入がない」（35.6%）、女性は「精神

的に自由でいられる」（23.2%）がそれぞれ全体と比べて多くなっています。 

○年齢階級別でみると、19 歳以下は「まだ若すぎる」、20～34 歳は「出会う機会、きっかけがない」、

35 歳以上は「結婚したいと思える相手がいない」がそれぞれ最も多くなっています。 

○25～34 歳は他の年齢階級と比べて「出会う機会、きっかけがない」が多く、50%を超えているこ

とから、この世代への出会いの機会やきっかけづくりが課題と考えられます。 

（％） 

  ｎ 

既に結婚が

決まってい
る 

家族を養う

ほどの収入
がない 

結婚したい

と思える相
手がいない 

経済的に

自由がきく 

精神的に

自由でいら
れる 

仕事（学

業）に打ち
込みたい 

異性とうまく

付き合えな
い 

まだ若すぎ

る 

全体  251 6.0 26.3 33.9 11.2 17.9 6.0 9.6 11.6 

性別 男性 135 8.1 35.6 36.3 9.6 14.1 3.0 7.4 12.6 

 女性 112 3.6 15.2 31.3 13.4 23.2 9.8 12.5 9.8 

年齢 19 歳以下 17 5.9 17.6 5.9 0.0 0.0 29.4 5.9 64.7 

 20～24歳 46 8.7 26.1 30.4 8.7 10.9 10.9 10.9 34.8 

 25～29歳 36 11.1 33.3 27.8 16.7 19.4 5.6 13.9 2.8 

 30～34歳 30 6.7 16.7 46.7 10.0 13.3 3.3 20.0 0.0 

 35～39歳 31 0.0 32.3 38.7 19.4 35.5 3.2 6.5 0.0 

 40～44歳 40 7.5 20.0 32.5 12.5 22.5 2.5 5.0 0.0 

 45 歳以上 46 2.2 32.6 43.5 8.7 19.6 0.0 6.5 0.0 

 

  ｎ 

結婚資金

が足りない 

結婚に意

味を見出せ
ない 

出会う機

会、きっか
けがない 

親や周囲

が同意しな
い 

理由は特に

ない 

その他 無回答 

 

全体  251 15.5 12.7 40.2 1.2 6.4 11.2 0.8 

性別 男性 135 17.0 9.6 43.7 0.7 5.9 8.9 0.7 

 女性 112 14.3 17.0 36.6 1.8 7.1 12.5 0.9 

年齢 19 歳以下 17 0.0 0.0 11.8 0.0 0.0 11.8 0.0 

 20～24歳 46 23.9 10.9 39.1 0.0 4.3 2.2 0.0 

 25～29歳 36 27.8 11.1 52.8 0.0 8.3 5.6 2.8 

 30～34歳 30 13.3 13.3 60.0 6.7 3.3 6.7 0.0 

 35～39歳 31 19.4 16.1 38.7 3.2 6.5 19.4 0.0 

 40～44歳 40 5.0 10.0 27.5 0.0 10.0 20.0 0.0 

 45 歳以上 46 13.0 21.7 41.3 0.0 8.7 10.9 2.2 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（３） 今後の結婚意向 

 

今後の結婚意向については、「いずれ結婚するつもり」が 47.8％で最も多く、独身者のうち約半数は結婚の

意向がある状況です。次いで、「わからない」（35.9％）、「結婚するつもりはない」（14.7％）と続いています。 

〈問１で「独身（未婚）」「独身（婚姻歴あり）」を選択した方のみ〉 

問 3 今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、どれに当てはまりますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別でみても「いずれ結婚するつもり」が最も多くなっていますが、女性は「結婚するつもりは

ない」の割合が 23.2%と高くなっています。 

○年齢階級別でみると、35 歳以上で「結婚するつもりはない」と「わからない」の割合が高くなって

います。 

○24 歳以下および 30～34 歳は「いずれ結婚するつもり」の割合が 7 割を超えており、結婚への意

欲は高いと考えられます。 

（％） 

  ｎ いずれ結婚するつもり 結婚するつもりはない わからない 無回答 

全体  251 47.8 14.7 35.9 1.6 

性別 男性 135 52.6 8.1 37.0 2.2 

 女性 112 41.1 23.2 34.8 0.9 

年齢 19 歳以下 17 70.6 5.9 17.6 5.9 

 20～24歳 46 71.7 4.3 23.9 0.0 

 25～29歳 36 55.6 2.8 38.9 2.8 

 30～34歳 30 70.0 3.3 26.7 0.0 

 35～39歳 31 41.9 16.1 41.9 0.0 

 40～44歳 40 22.5 30.0 45.0 2.5 

 45 歳以上 46 19.6 32.6 45.7 2.2 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

47.8

35.9

14.7

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いずれ結婚するつもり

わからない

結婚するつもりはない

無回答 （n=251）
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（４） 結婚を希望する年齢 

 

結婚を希望する年齢は、「25～29 歳」が 28.3％と最も多く、次いで「30～34歳」（24.2％）、「35～39 歳」

（12.5％）と続いています。 

〈問 3 で「いずれ結婚するつもり」を選択した方のみ〉 

問 4 いつ頃に結婚したいと考えていますか。（１つに○） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 結婚時の障害有無 

 

結婚時には、「障害はなかった」が81.0％と多数を占めていますが、「障害があった」も16.4％みられます。 

〈問 1 で「既婚」を選択した方のみ〉 

問 5 結婚にあたって、障害になったことはありましたか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8

6.7

28.3

24.2

12.5

5.8

7.5

3.3

4.2

6.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50歳以上

わからない

無回答 （n=120）

81.0

16.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害はなかった

障害があった

無回答
（n=378）
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（６） 結婚時の障害 

 

結婚時の障害は、「結婚資金や生活費などの経済面」が 51.6％と約半数を占め最も多くなっています。次

いで「仕事と家庭の両立」（27.4％）、「親や周囲の反対」（25.8％）と続いています。 

〈問 5 で「障害があった」を選択した方のみ〉 

問 6 結婚にあたっての障害は何でしたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 行政が重点的に取り組むべき結婚支援事業 

 

重点的に取り組むべき結婚支援事業は、「企業等に正社員の雇用を働きかける」が 55.8％と最も多く、次

いで「若い夫婦への住まいの支援」（46.1％）、「婚活イベントなどによる出会いの場の提供」（30.1％）と続いて

います。 

問 7 今後、行政が重点的に取り組むべき結婚支援事業は何だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.6

27.4

25.8

22.6

12.9

3.2

4.8

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

結婚資金や生活費などの経済面

仕事と家庭の両立

親や周囲の反対

居住地の移転

跡継ぎなど家の問題

病気や身体の問題

その他

無回答 （n=62）

55.8

46.1

30.1

12.0

8.2

3.8

1.1

7.7

6.3

0% 20% 40% 60%

企業等に正社員の雇用を働きかける

若い夫婦への住まいの支援

婚活イベントなどによる出会いの場の提供

行政がやる必要はない

結婚相談窓口（仲立ち）

交際術やマナーなどを学ぶ講座

結婚の気運を高めるための講習会

その他

無回答 （n=634）
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《男女別、年齢階級別、婚姻状況別の集計》 

○男女別でみても、「企業等に正社員の雇用を働きかける」の回答が多く、女性は全体よりも比率が

やや高くなっています。 

○年齢階級別では、19 歳以下および 25～29 歳は「若い夫婦への住まいの支援」が最も多く、特に

25～29 歳は全体と比較して約 17 ポイント高くなっています。 

○婚姻状況別でみても、「企業等に正社員の雇用を働きかける」が上位回答となっていますが、既婚

はその割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
企業等に正社員の
雇用を働きかける 

若い夫婦への 
住まいの支援 

結婚相談窓口 
（仲立ち） 

婚活イベントなどによ
る出会いの場の提供 

全体  634 55.8 46.1 8.2 30.1 

性別 男性 292 51.0 48.6 8.9 28.1 

 女性 331 61.3 43.5 7.3 32.0 

年齢 19 歳以下 17 35.3 41.2 5.9 23.5 

 20～24歳 53 47.2 45.3 7.5 30.2 

 25～29歳 63 58.7 63.5 6.3 28.6 

 30～34歳 92 66.3 56.5 12.0 31.5 

 35～39歳 139 61.2 36.7 5.0 30.2 

 40～44歳 134 52.2 43.3 10.4 29.9 

 45 歳以上 125 54.4 43.2 6.4 30.4 

婚姻状況 独身（未婚） 203 49.3 45.8 11.8 27.1 

 独身（婚姻暦あり） 48 41.7 39.6 6.3 20.8 

 既婚 378 61.4 47.1 6.6 33.1 

 

  ｎ 
交際術やマナー 
などを学ぶ講座 

結婚の気運を高める
ための講習会 

行政がやる 
必要はない 

その他 無回答 

全体  634 3.8 1.1 12.0 7.7 6.3 

性別 男性 292 4.5 2.1 15.8 8.9 5.8 

 女性 331 3.3 0.3 8.8 6.9 6.6 

年齢 19 歳以下 17 5.9 0.0 5.9 5.9 11.8 

 20～24歳 53 15.1 1.9 11.3 7.5 3.8 

 25～29歳 63 4.8 0.0 7.9 3.2 9.5 

 30～34歳 92 0.0 1.1 7.6 5.4 4.3 

 35～39歳 139 3.6 1.4 13.7 6.5 5.8 

 40～44歳 134 3.0 0.0 14.2 11.9 6.0 

 45 歳以上 125 2.4 2.4 14.4 9.6 7.2 

婚姻状況 独身（未婚） 203 4.9 2.0 12.8 7.9 5.4 

 独身（婚姻暦あり） 48 2.1 0.0 22.9 12.5 4.2 

 既婚 378 3.4 0.8 10.1 7.1 7.1 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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３．出産・育児について 

（１） 子どもの人数 

 

子どもの人数について、現在の人数、将来予定している人数、理想の人数について尋ねたところ、現在の

人数は「いない」と回答した人が最も多く 44.2％ですが、将来予定している人数、理想の人数は、ともに「２人」

が最も多くなっています。 

将来予定している人数と理想の人数との比較では、理想の人数は「１人」と回答した人が減っている一方、

「３人」と回答した人が多くなっています。 

また、子どもの平均人数をみると、将来予定している人数の 1.56 人と比べて、理想の人数は 2.10 人と約

0.5 人多くなっています。 

問８ あなたは、現在、お子さんは何人いますか。（１つに○） 

問 9 将来的に何人のお子さんを持つご予定ですか（現在いるお子さんの人数も含む） （１つに○） 

問 10 あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか（現在いるお子さんの人数も含む） （１つに○） 

 

■子どもの平均人数（「5 人以上」を 5 人として計算） 

 現在 予定 理想 

子どもの平均人数 1.05 人 1.56 人 2.10 人 

  

17.0

27.4

7.1

1.6

0.6

44.2

2.1

14.0

42.1

13.1

2.4

0.9

24.4

3.0

3.3

45.3

28.7

3.2

1.9

13.9

3.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１人

２人

３人

４人

５人以上

いない/予定はない

無回答

現在の人数 将来予定している人数 理想の人数

（n=634）
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（２） 理想的な子どもの数を妨げている要因 

 

理想的な子どもの数を妨げている要因は、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が70.0％で他を引き離し

て最も多くなっており、子育てや教育への経済的な支援を求める声が多くなっています。 

また、「子どもを預ける施設が整っていない」（31.1％）、「年齢的な問題」（30.4％）と続いており、子育て支

援の中でも教育・保育施設の定員拡充や一時預かり、晩婚化への対応も検討していく必要があると考えられ

ます。 

問 11 理想的な子どもの数を実現するために、障害となること（なりそうなこと）は何ですか。  

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.0

31.1

30.4

24.9

21.8

18.1

14.5

9.6

8.8

7.3

6.2

5.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

子どもを預ける施設が整っていない

年齢的な問題

育児・出産の心理的・肉体的な負担

子育てを手助けしてくれる人がいない

自分の仕事に差し支える

家が狭い

健康上の理由

妊娠・出産・子育てに関する情報不足

障害は特にない

配偶者の家業・育児への協力が見込めない

その他

無回答 （n=634）
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《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別でみても「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が上位回答となっていますが、女性は「自

分の仕事に差し支える」、「育児・出産の心理的・肉体的な負担」の割合が男性よりも高くなって

います。 

○年齢階級別では、各年齢ともに「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が上位回答となっています

が、20～24 歳は、「子どもを預ける施設が整っていない」「妊娠・出産・子育てに関する情報丌

足」「育児・出産の心理的・肉体的な負担」が全体よりも高くなっています。 

（％） 

  ｎ 

子育てや教

育にお金が
かかりすぎる 

家が狭い 
自分の仕事
に差し支える 

子育てを手

助けしてくれ
る人がいない 

子どもを預け

る施設が整
っていない 

妊娠・出産・
子育てに関
する情報 

丌足 

全体  634 70.0 14.5 18.1 21.8 31.1 8.8 

性別 男性 292 71.6 13.7 8.9 19.9 29.8 7.9 

 女性 331 69.5 15.1 26.6 23.6 32.9 10.0 

年齢 19 歳以下 17 64.7 0.0 23.5 17.6 29.4 11.8 

 20～24歳 53 75.5 13.2 15.1 15.1 39.6 28.3 

 25～29歳 63 69.8 17.5 25.4 25.4 33.3 7.9 

 30～34歳 92 70.7 18.5 20.7 20.7 42.4 15.2 

 35～39歳 139 71.2 14.4 18.0 19.4 28.8 7.2 

 40～44歳 134 70.9 14.2 10.4 23.9 23.9 5.2 

 45 歳以上 125 68.8 12.8 22.4 25.6 30.4 2.4 

 

  ｎ 
年齢的な 

問題 

育児・出産
の心理的・

肉体的な
負担 

健康上の 

理由 

配偶者の
家業・育児

への協力が
見込めない 

障害は 

特にない 
その他 無回答 

全体  634 30.4 24.9 9.6 6.2 7.3 5.5 3.5 

性別 男性 292 22.3 17.1 4.5 2.4 9.9 6.5 4.1 

 女性 331 37.5 32.6 13.6 9.7 5.1 4.8 3.0 

年齢 19 歳以下 17 5.9 17.6 0.0 11.8 5.9 5.9 5.9 

 20～24歳 53 9.4 32.1 11.3 3.8 7.5 5.7 0.0 

 25～29歳 63 14.3 17.5 4.8 7.9 4.8 4.8 6.3 

 30～34歳 92 27.2 37.0 10.9 3.3 10.9 7.6 1.1 

 35～39歳 139 33.1 28.8 8.6 5.0 8.6 7.9 3.6 

 40～44歳 134 43.3 22.4 11.9 4.5 6.0 5.2 2.2 

 45 歳以上 125 36.0 18.4 8.8 11.2 6.4 2.4 6.4 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《世帯年収別の集計》 

○世帯年収別でみても、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が上位回答で 6 割を超えており、世

帯の収入状況によって、理想的な子どもの数を妨げている要因に大きな差はみられません。 

（％） 

  ｎ 

子育てや教

育にお金が
かかりすぎる 

家が狭い 
自分の仕事
に差し支える 

子育てを手

助けしてくれ
る人がいない 

子どもを預け

る施設が整
っていない 

妊娠・出産・
子育てに関
する情報 

丌足 

全体  634 70.0 14.5 18.1 21.8 31.1 8.8 

 200 万円未満 72 65.3 13.9 25.0 18.1 33.3 9.7 

 
200 万円以上、 

400 万円未満 
191 70.7 17.3 16.8 23.0 27.2 11.0 

 
400 万円以上、 

600 万円未満 
190 75.8 14.2 17.4 24.7 35.3 10.0 

 
600 万円以上、 

800 万円未満 
97 67.0 12.4 15.5 18.6 34.0 6.2 

 
800 万円以上、 

1,000 万円未満 
25 64.0 8.0 20.0 20.0 24.0 0.0 

 1,000 万円以上 31 71.0 9.7 29.0 29.0 32.3 3.2 

 

  ｎ 
年齢的な 
問題 

育児・出産

の心理的・
肉体的な
負担 

健康上の 
理由 

配偶者の

家業・育児
への協力が
見込めない 

障害は 
特にない 

その他 無回答 

全体  634 30.4 24.9 9.6 6.2 7.3 5.5 3.5 

 200 万円未満 72 22.2 19.4 16.7 9.7 11.1 5.6 8.3 

 
200 万円以上、 

400 万円未満 
191 29.3 26.7 7.9 4.2 6.8 7.3 5.2 

 
400 万円以上、 

600 万円未満 
190 33.7 24.2 6.3 7.4 8.4 4.7 1.1 

 
600 万円以上、 

800 万円未満 
97 29.9 26.8 11.3 3.1 4.1 3.1 2.1 

 
800 万円以上、 

1,000 万円未満 
25 48.0 12.0 16.0 8.0 8.0 20.0 0.0 

 1,000 万円以上 31 25.8 45.2 9.7 9.7 3.2 0.0 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（３） 第 1 子出産時の育児休業取得有無 

 

男性は、「配偶者が働いていなかった」が 38.7％で最も多く、次いで「配偶者が妊娠・出産を機に仕事を辞

めた」（29.2％）で続いています。 

女性は、「妊娠・出産を機に仕事を辞めた」（37.4%）、「働いていなかった」（25.3％）が上位回答となってお

り、育児休業を「取得した（取得中）」は 15.7％に留まっています。 

〈問 8 で「1 人」～「5 人以上」を選択した方のみ〉 

問 12 １人目のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（複数回答） 

■男性 

 

■女性 

 

  

38.7

29.2

10.2

5.1

4.4

2.9

1.5

3.6

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者が働いていなかった

配偶者が妊娠・出産を機に仕事を辞めた

自身・配偶者ともに働いていたが

取得していない

配偶者が取得した（取得中）

取得した（取得中）

妊娠・出産を機に仕事を辞めた

働いていなかった

その他

無回答 （n=137）

37.4

25.3

15.7

6.1

1.0

0.5

0.5

2.5

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

妊娠・出産を機に仕事を辞めた

働いていなかった

取得した（取得中）

自身・配偶者ともに働いていたが

取得していない

配偶者が妊娠・出産を機に仕事を辞めた

配偶者が取得した（取得中）

配偶者が働いていなかった

その他

無回答 （n=198）
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《男女別、年齢階級別の集計》 

○男性は、年齢階級に関係なく「配偶者が妊娠・出産を機に仕事を辞めた」「配偶者が働いていなか

った」が上位回答となっています。 

○女性は「妊娠・出産を機に仕事を辞めた」が上位回答となっており、「取得した（取得中）」は 30

歳以上で多くなっています。 

（％） 

  ｎ 

取得した
（取得中） 

配偶者が
取得した
（取得中） 

妊娠・出産
を機に仕事
を辞めた 

配偶者が
妊娠・出産
を機に仕

事を辞めた 

働いていな
かった 

配偶者が
働いていな
かった 

自身・配偶
者ともに働
いていたが

取得してい
ない 

その他 無回答 

男性 男性全体 137 4.4 5.1 2.9 29.2 1.5 38.7 10.2 3.6 7.3 

 19 歳以下 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 25～29歳 8 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0 12.5 0.0 25.0 

 30～34歳 18 5.6 0.0 5.6 44.4 0.0 22.2 16.7 0.0 5.6 

 35～39歳 36 2.8 8.3 0.0 41.7 0.0 33.3 13.9 0.0 5.6 

 40～44歳 41 4.9 0.0 2.4 22.0 0.0 53.7 7.3 9.8 4.9 

 45 歳以上 33 0.0 6.1 6.1 24.2 6.1 39.4 6.1 3.0 9.1 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

（％） 

  ｎ 

取得した
（取得中） 

配偶者が
取得した
（取得中） 

妊娠・出産
を機に仕事
を辞めた 

配偶者が
妊娠・出産
を機に仕

事を辞めた 

働いていな
かった 

配偶者が
働いていな
かった 

自身・配偶
者ともに働
いていたが

取得してい
ない 

その他 無回答 

女性 女性全体 198 15.7 0.5 37.4 1.0 25.3 0.5 6.1 2.5 13.1 

 19 歳以下 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 25～29歳 15 6.7 0.0 66.7 0.0 13.3 0.0 6.7 0.0 6.7 

 30～34歳 30 16.7 0.0 33.3 0.0 30.0 0.0 6.7 6.7 10.0 

 35～39歳 60 18.3 0.0 36.7 0.0 31.7 0.0 6.7 1.7 8.3 

 40～44歳 45 13.3 2.2 42.2 2.2 17.8 2.2 0.0 2.2 20.0 

 45 歳以上 47 17.0 0.0 25.5 2.1 25.5 0.0 10.6 2.1 17.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（４） 男性の育児休業について 

 

男性の育児休業について、「積極的に取得すべきだと思う」（36.0％）、「どちらかといえば取得すべきだと思

う」（33.4％）が合計で 69.4％となっており、約７割が男性の育児休業について理解を示しています。 

問 13 男性の育児休業についてどう思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別でみても「どちらかといえば取得すべきだと思う」および「積極的に取得すべきだと思う」

の割合は高く、男性の育児休業についての認識は男女間に大きな差はありません。 

○年齢階級別でみても、すべての年齢階級で「どちらかといえば取得すべきだと思う」および「積極

的に取得すべきだと思う」が上位回答となっており、特に 20～34 歳の年齢階級で「積極的に取得

すべきだと思う」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
積極的に取得す
べきだと思う 

どちらかといえば
取得すべきだと

思う 

特に取得する必
要はないと思う 

わからない 無回答 

全体  634 36.0 33.4 13.1 15.0 2.5 

性別 男性 292 33.9 34.6 12.3 16.4 2.7 

 女性 331 38.4 32.0 13.6 13.6 2.4 

年齢 19 歳以下 17 35.3 41.2 5.9 11.8 5.9 

 20～24歳 53 50.9 28.3 3.8 17.0 0.0 

 25～29歳 63 44.4 19.0 19.0 12.7 4.8 

 30～34歳 92 43.5 28.3 9.8 16.3 2.2 

 35～39歳 139 30.9 38.8 15.8 14.4 0.0 

 40～44歳 134 35.1 35.8 15.7 10.4 3.0 

 45 歳以上 125 28.0 35.2 12.0 20.0 4.8 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

36.0

33.4

13.1

15.0

2.5

0% 10% 20% 30% 40%

積極的に取得すべきだと思う

どちらかといえば取得すべきだと思う

特に取得する必要はないと思う

わからない

無回答 （n=634）
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（５） 稚内市の子育てのしやすさ 

 

稚内市の子育てのしやすさについては、「しやすい環境だと思う」（8.8％）、「どちらかといえばしやすい環境

だと思う」（48.1％）の合計で全体の 56.9％が子育てしやすいと回答しています。 

問 14 稚内市は子育てしやすい環境だと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別では、女性の方が「しやすい環境だと思う」「どちらかといえばしやすい環境だと思う」の

割合が高くなっています。 

○年齢階級別では、20～29 歳の年齢階級は「どちらかといえばしにくい環境だと思う」「しにくい

環境だと思う」の合計が他の年齢階級と比べて高く、子育ての満足度が低くなっています。 

（％） 

  ｎ 
しやすい 

環境だと思う 

どちらかといえば 

しやすい 
環境だと思う 

どちらかといえば 

しにくい 
環境だと思う 

しにくい 
環境だと思う 

無回答 

全体  634 8.8 48.1 22.9 15.6 4.6 

性別 男性 292 7.9 44.5 25.7 17.5 4.5 

 女性 331 9.1 51.7 20.8 14.2 4.2 

年齢 19 歳以下 17 5.9 64.7 11.8 11.8 5.9 

 20～24歳 53 3.8 49.1 24.5 20.8 1.9 

 25～29歳 63 12.7 36.5 28.6 15.9 6.3 

 30～34歳 92 12.0 47.8 27.2 12.0 1.1 

 35～39歳 139 10.1 48.9 22.3 16.5 2.2 

 40～44歳 134 7.5 51.5 21.6 14.9 4.5 

 45 歳以上 125 6.4 47.2 20.8 16.8 8.8 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

8.8

48.1

22.9

15.6

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

しやすい環境だと思う

どちらかといえばしやすい環境だと思う

どちらかといえばしにくい環境だと思う

しにくい環境だと思う

無回答 （n=634）
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《居住地域別、居住地域別の集計》 

○居住地域別でみると、「しやすい環境だと思う」「どちらかといえばしやすい環境だと思う」の合

計では宗谷地区が 87.6%で最も高く、「どちらかといえばしにくい環境だと思う」「しにくい環境

だと思う」の合計では天北地区が 71.5%で最も高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
しやすい環境だ

と思う 

どちらかといえば
しやすい環境だ

と思う 

どちらかといえば
しにくい環境だと

思う 

しにくい環境だと

思う 
無回答 

全体  634 8.8 48.1 22.9 15.6 4.6 

居住地域 潮見が丘中学校の校区 128 12.5 43.0 25.8 15.6 3.1 

 稚内中学校の校区 98 7.1 51.0 21.4 17.3 3.1 

 南中学校の校区 207 10.1 51.7 18.8 14.0 5.3 

 東中学校の校区 146 5.5 44.5 26.7 18.5 4.8 

 西地区 5 0.0 40.0 40.0 0.0 20.0 

 抜海・勇知地区 8 0.0 50.0 25.0 12.5 12.5 

 天北地区 14 0.0 28.6 42.9 28.6 0.0 

 宗谷地区 16 6.3 81.3 12.5 0.0 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

（６） 稚内市で子どもを産み育てたいか 

 

稚内市で子どもを産み育てたいかは、「産み育てたい」（19.4％）、「どちらかといえば産み育てたい」

（36.1％）の合計で全体の 55.5％の人が産み育てたいと回答しています。 

問 15 稚内市で子どもを産み育てたいと思いますか。（１つに○） 

 

 

  

19.4

36.1

21.3

16.4

6.8

0% 10% 20% 30% 40%

産み育てたい

どちらかといえば産み育てたい

どちらかといえば産み育てたくない

産み育てたくない

無回答 （n=634）
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《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別では、女性の方が「産み育てたい」「どちらかといえば産み育てたい」の割合が高くなって

います。 

○年齢階級別でみると、19 歳以下は「どちらかといえば産み育てたい」が 64.7％で非常に高くなっ

ています。 

（％） 

  ｎ 産み育てたい 
どちらかといえば
産み育てたい 

どちらかといえば
産み育てたくない 

産み育てたくない 無回答 

全体  634 19.4 36.1 21.3 16.4 6.8 

性別 男性 292 15.4 35.6 22.3 17.8 8.9 

 女性 331 22.7 36.9 21.1 14.5 4.8 

年齢 19 歳以下 17 11.8 64.7 5.9 11.8 5.9 

 20～24歳 53 17.0 37.7 22.6 18.9 3.8 

 25～29歳 63 22.2 31.7 28.6 11.1 6.3 

 30～34歳 92 30.4 33.7 25.0 9.8 1.1 

 35～39歳 139 25.9 36.7 15.8 18.7 2.9 

 40～44歳 134 14.9 36.6 23.9 19.4 5.2 

 45 歳以上 125 9.6 35.2 21.6 16.0 17.6 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

《居住地域別の集計》 

○居住地域別では、西地区、天北地区は「どちらかといえば産み育てたくない」「産み育てたくない」

が多くなっています。 

（％） 

  ｎ 産み育てたい 
どちらかといえば 
産み育てたい 

どちらかといえば 
産み育てたくない 

産み育てたくない 無回答 

全体  634 19.4 36.1 21.3 16.4 6.8 

居住地域 潮見が丘中学校の校区 128 19.5 35.2 25.0 14.8 5.5 

 稚内中学校の校区 98 13.3 41.8 18.4 20.4 6.1 

 南中学校の校区 207 21.7 37.7 16.9 15.9 7.7 

 東中学校の校区 146 19.9 30.1 26.7 16.4 6.8 

 西地区 5 20.0 20.0 40.0 0.0 20.0 

 抜海・勇知地区 8 25.0 62.5 0.0 0.0 12.5 

 天北地区 14 14.3 21.4 28.6 28.6 7.1 

 宗谷地区 16 18.8 56.3 25.0 0.0 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（７） 市が力を入れるべき育児サービス 

 

市が力を入れるべき育児サービスについては、「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が

45.1％と最も多く、経済的な支援への要望が高くなっています。 

次いで「子連れでも出かけやすく楽しめる場所の充実」（36.8％）、「幼稚園・保育所・認定こども園などの施

設の拡充」（32.6％）と続いています。 

問 16 今後、育児に関する施策として、稚内市が力を入れるべきだと思うのは次のうちどれですか。（複

数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.1

36.8

32.6

31.2

26.7

24.6

24.3

21.6

10.6

10.3

4.9

2.5

1.3

4.4

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

各種助成をはじめとする金銭的なサポートや

現物給付

子連れでも出かけやすく楽しめる場所の充実

幼稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充

子育てに係る母子の保健・医療体制の充実

公園など子どもの遊び場の充実

子どもを預かるサービスの時間の延長

長時間労働の削減や育児休暇取得奨励など

企業への働きかけ

子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上

子育てに関する施設・サービス・イベントなどの

情報提供の充実

子育てについて相談できる機関やサービスの充実

子育てサロン・サークルなど地域における

交流の場の充実

子育てに関する様々な講座、イベント、

講演会の開催

行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない

その他

無回答 （n=634）
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《男女別の集計》 

○男女ともに、「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が上位回答となっています

が、女性は「公園など子どもの遊び場の充実」、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所の充実」

が男性よりも多くなっています。 

（％） 

  ｎ 

幼稚園・保育所・

認定こども園など
の施設の拡充 

子どもを預かるサ

ービスの時間の
延長 

子どもを預かる施

設の教育・保育
の質の向上 

子育てに関する
施設・サービス・
イベントなどの情

報提供の充実 

各種助成をはじ
めとする金銭的
なサポートや現物

給付 

全体  634 32.6 24.6 21.6 10.6 45.1 

性別 男性 292 34.2 24.0 22.6 9.6 44.2 

 女性 331 31.7 25.1 20.8 11.2 47.1 

 

  ｎ 
子育てに係る母
子の保健・医療

体制の充実 

子育てに関する

様々な講座、イ
ベント、講演会の

開催 

子育てについて

相談できる機関
やサービスの充

実 

子育てサロン・サ

ークルなど地域に
おける交流の場

の充実 

公園など子どもの
遊び場の充実 

全体  634 31.2 2.5 10.3 4.9 26.7 

性別 男性 292 30.1 2.7 9.2 3.8 21.2 

 女性 331 32.3 2.4 11.2 5.4 31.1 

 

  ｎ 
子連れでも出か
けやすく楽しめる

場所の充実 

長時間労働の削

減や育児休暇取
得奨励など企業
への働きかけ 

行政が行うサービ
スをこれ以上増

やす必要はない 

その他 無回答 

全体  634 36.8 24.3 1.3 4.4 4.7 

性別 男性 292 32.9 21.9 2.4 5.5 5.1 

 女性 331 40.8 26.9 0.3 3.3 4.2 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみても、ほぼすべての年齢階級で「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物

給付」が上位回答となっていますが、19 歳以下は「子連れでも出かけやすく楽しめる場所の充実」

および「長時間労働の削減や育児休暇取得奨励など企業への働きかけ」が、ともに 41.2％で最も高

くなっています。 

（％） 

  ｎ 

幼稚園・保育所・

認定こども園など
の施設の拡充 

子どもを預かるサ

ービスの時間の
延長 

子どもを預かる施

設の教育・保育
の質の向上 

子育てに関する
施設・サービス・
イベントなどの情

報提供の充実 

各種助成をはじ
めとする金銭的
なサポートや現物

給付 

全体  634 32.6 24.6 21.6 10.6 45.1 

年齢 19 歳以下 17 17.6 23.5 11.8 5.9 23.5 

 20～24歳 53 34.0 28.3 18.9 15.1 50.9 

 25～29歳 63 33.3 25.4 12.7 22.2 50.8 

 30～34歳 92 46.7 27.2 28.3 9.8 51.1 

 35～39歳 139 28.1 21.6 23.7 11.5 42.4 

 40～44歳 134 29.1 26.9 19.4 6.0 44.0 

 45 歳以上 125 33.6 22.4 24.8 7.2 45.6 

 

  ｎ 

子育てに係る母

子の保健・医療
体制の充実 

子育てに関する
様々な講座、イ
ベント、講演会の

開催 

子育てについて
相談できる機関
やサービスの充

実 

子育てサロン・サ
ークルなど地域に
おける交流の場

の充実 

公園など子どもの
遊び場の充実 

全体  634 31.2 2.5 10.3 4.9 26.7 

年齢 19 歳以下 17 17.6 0.0 11.8 11.8 29.4 

 20～24歳 53 30.2 1.9 9.4 3.8 26.4 

 25～29歳 63 22.2 4.8 9.5 7.9 25.4 

 30～34歳 92 29.3 3.3 7.6 4.3 27.2 

 35～39歳 139 35.3 3.6 10.1 4.3 35.3 

 40～44歳 134 35.1 1.5 10.4 4.5 23.9 

 45 歳以上 125 32.0 1.6 12.8 3.2 19.2 

 

  ｎ 

子連れでも出か

けやすく楽しめる
場所の充実 

長時間労働の削
減や育児休暇取
得奨励など企業

への働きかけ 

行政が行うサービ

スをこれ以上増
やす必要はない 

その他 無回答 

全体  634 36.8 24.3 1.3 4.4 4.7 

年齢 19 歳以下 17 41.2 41.2 0.0 0.0 5.9 

 20～24歳 53 41.5 26.4 1.9 0.0 0.0 

 25～29歳 63 50.8 25.4 0.0 3.2 6.3 

 30～34歳 92 35.9 19.6 0.0 7.6 1.1 

 35～39歳 139 40.3 21.6 1.4 4.3 2.2 

 40～44歳 134 35.8 22.4 1.5 7.5 7.5 

 45 歳以上 125 26.4 30.4 2.4 1.6 7.2 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《居住地域別の集計》 

○居住地域別にみると、多くの地域で「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が上

位回答となっていますが、天北地区は「幼稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充」（57.1％）、

宗谷地区は「子連れでも出かけやすく楽しめる場所の充実」（56.3％）がそれぞれ最も多くなって

います。 

（％） 

  ｎ 

幼稚園・保育
所・認定こども園
などの施設の 

拡充 

子どもを預かる

サービスの時間
の延長 

子どもを預かる

施設の教育・ 
保育の質の向上 

子育てに関する
施設・サービス・
イベントなどの情

報提供の充実 

各種助成をはじ
めとする金銭的
なサポートや 

現物給付 

全体  634 32.6 24.6 21.6 10.6 45.1 

居住地域 
潮見が丘中学校の

校区 
128 38.3 24.2 21.9 11.7 46.1 

 稚内中学校の校区 98 23.5 25.5 21.4 8.2 43.9 

 南中学校の校区 207 30.9 24.6 18.4 11.6 44.9 

 東中学校の校区 146 36.3 23.3 24.7 7.5 47.9 

 西地区 5 20.0 20.0 20.0 0.0 60.0 

 抜海・勇知地区 8 37.5 25.0 12.5 12.5 75.0 

 天北地区 14 57.1 42.9 50.0 7.1 28.6 

 宗谷地区 16 18.8 18.8 25.0 31.3 37.5 

 

  ｎ 

子育てに係る母

子の保健・医療
体制の充実 

子育てに関する
様々な講座、イ
ベント、講演会の

開催 

子育てについて
相談できる機関
やサービスの 

充実 

子育てサロン・サ
ークルなど地域
における交流の

場の充実 

公園など子ども
の遊び場の充実 

全体  634 31.2 2.5 10.3 4.9 26.7 

居住地域 
潮見が丘中学校の

校区 
128 26.6 1.6 11.7 4.7 23.4 

 稚内中学校の校区 98 32.7 2.0 10.2 5.1 23.5 

 南中学校の校区 207 28.0 2.9 8.2 5.3 28.0 

 東中学校の校区 146 40.4 2.7 10.3 3.4 29.5 

 西地区 5 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 

 抜海・勇知地区 8 37.5 0.0 0.0 0.0 25.0 

 天北地区 14 28.6 7.1 28.6 7.1 7.1 

 宗谷地区 16 37.5 0.0 12.5 6.3 31.3 

 

  ｎ 
子連れでも出か
けやすく楽しめる
場所の充実 

長時間労働の削
減や育児休暇取

得奨励など企業へ
の働きかけ 

行政が行うサービ
スをこれ以上増や
す必要はない 

その他 無回答 

全体  634 36.8 24.3 1.3 4.4 4.7 

居住地域 
潮見が丘中学校の
校区 

128 35.2 19.5 0.0 6.3 5.5 

 稚内中学校の校区 98 29.6 22.4 2.0 2.0 4.1 

 南中学校の校区 207 38.6 27.1 1.4 3.4 5.3 

 東中学校の校区 146 39.0 28.1 2.1 5.5 3.4 

 西地区 5 40.0 20.0 0.0 20.0 20.0 

 抜海・勇知地区 8 37.5 25.0 0.0 0.0 0.0 

 天北地区 14 42.9 35.7 0.0 0.0 7.1 

 宗谷地区 16 56.3 6.3 0.0 6.3 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《居住年数別の集計》 

○居住年数別にみても、「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が上位回答となっ

ていますが、3 年未満は「子育てに係る母子の保健・医療体制の充実」が 39.8％で最も多くなって

います。 

（％） 

  ｎ 

幼稚園・保育所・

認定こども園など
の施設の拡充 

子どもを預かるサ

ービスの時間の
延長 

子どもを預かる施

設の教育・ 
保育の質の向上 

子育てに関する
施設・サービス・
イベントなどの情

報提供の充実 

各種助成をはじ
めとする金銭的
なサポートや 

現物給付 

全体  634 32.6 24.6 21.6 10.6 45.1 

居住年数 3 年未満 128 36.7 24.2 22.7 16.4 38.3 

 3～5 年 52 34.6 30.8 15.4 15.4 44.2 

 6～10年 53 41.5 20.8 28.3 7.5 45.3 

 11～19年 76 38.2 28.9 25.0 5.3 52.6 

 20～29年 114 28.1 27.2 18.4 12.3 43.9 

 30 年以上 201 28.4 21.4 21.9 7.0 49.3 

 

  ｎ 

子育てに係る母

子の保健・医療
体制の充実 

子育てに関する
様々な講座、イ
ベント、講演会の

開催 

子育てについて
相談できる機関
やサービスの 

充実 

子育てサロン・サ
ークルなど地域に
おける交流の場

の充実 

公園など子どもの
遊び場の充実 

全体  634 31.2 2.5 10.3 4.9 26.7 

居住年数 3 年未満 128 39.8 3.1 6.3 6.3 17.2 

 3～5 年 52 36.5 3.8 9.6 7.7 30.8 

 6～10年 53 26.4 7.5 13.2 7.5 28.3 

 11～19年 76 27.6 1.3 17.1 7.9 25.0 

 20～29年 114 31.6 2.6 12.3 4.4 25.4 

 30 年以上 201 27.4 1.0 8.5 1.0 31.8 

 

  ｎ 
子連れでも出か
けやすく楽しめる
場所の充実 

長時間労働の削
減や育児休暇取

得奨励など企業
への働きかけ 

行政が行うサービ
スをこれ以上増や
す必要はない 

その他 無回答 

全体  634 36.8 24.3 1.3 4.4 4.7 

居住年数 3 年未満 128 38.3 21.9 1.6 4.7 2.3 

 3～5 年 52 38.5 13.5 0.0 7.7 1.9 

 6～10年 53 37.7 26.4 0.0 3.8 3.8 

 11～19年 76 30.3 32.9 1.3 0.0 2.6 

 20～29年 114 38.6 24.6 1.8 5.3 6.1 

 30 年以上 201 37.3 25.4 1.5 4.5 7.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《子育てしやすさ別の集計》 

○子育てしやすさ別でみても、「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が上位回答

となっていますが、“しやすい環境だと思う”と回答した人は、「子連れでも出かけやすく楽しめ

る場所の充実」の割合が最も高くなっています。 

○“どちらかといえばしにくい環境だと思う”および“しにくい環境だと思う”と回答した人は、「幼

稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充」および「長時間労働の削減や育児休暇取得奨励な

ど企業への働きかけ」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 

幼稚園・保育

所・認定こども園
などの施設の拡

充 

子どもを預かる
サービスの時間

の延長 

子どもを預かる
施設の教育・ 

保育の質の向上 

子育てに関する

施設・サービス・
イベントなどの情
報提供の充実 

各種助成をはじ

めとする金銭的
なサポートや 
現物給付 

全体  634 32.6 24.6 21.6 10.6 45.1 

子育てし
やすさ 

しやすい環境だと思
う 

56 21.4 25.0 19.6 12.5 32.1 

どちらかといえばしや
すい環境だと思う 

305 32.5 26.9 19.3 12.1 46.2 

どちらかといえばしに

くい環境だと思う 
145 40.7 18.6 22.8 9.0 56.6 

しにくい環境だと思う 99 35.4 30.3 30.3 9.1 40.4 

 

  ｎ 

子育てに係る母

子の保健・医療
体制の充実 

子育てに関する
様々な講座、イ
ベント、講演会の

開催 

子育てについて
相談できる機関
やサービスの 

充実 

子育てサロン・サ
ークルなど地域
における交流の

場の充実 

公園など子ども
の遊び場の充実 

全体  634 31.2 2.5 10.3 4.9 26.7 

子育てし
やすさ 

しやすい環境だと思

う 
56 37.5 1.8 14.3 3.6 30.4 

どちらかといえばしや
すい環境だと思う 

305 28.9 3.3 9.2 6.2 30.5 

どちらかといえばしに
くい環境だと思う 

145 37.2 0.7 10.3 4.1 23.4 

しにくい環境だと思う 99 28.3 4.0 10.1 3.0 24.2 

 

  ｎ 
子連れでも出か
けやすく楽しめる

場所の充実 

長時間労働の削

減や育児休暇
取得奨励など企
業への働きかけ 

行政が行うサービ
スをこれ以上増や

す必要はない 

その他 無回答 

全体  634 36.8 24.3 1.3 4.4 4.7 

子育てし
やすさ 

しやすい環境だと思
う 

56 46.4 21.4 0.0 0.0 46.4 

どちらかといえばしや
すい環境だと思う 

305 39.7 21.3 1.3 3.9 39.7 

どちらかといえばしに

くい環境だと思う 
145 37.2 25.5 1.4 2.1 37.2 

しにくい環境だと思う 99 29.3 38.4 2.0 11.1 29.3 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《稚内市で子どもを産み育てたいか別の集計》 

○稚内市で子どもを産み育てたいか別でみても、「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物

給付」が上位回答となっています。 

○“どちらかといえば産み育てたくない”、“産み育てたくない”と回答した人の中では、「幼稚園・

保育所・認定こども園などの施設の拡充」、「子育てに係る母子の保健・医療体制の充実」の割合

が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 

幼稚園・保育
所・認定こども園
などの施設の拡

充 

子どもを預かる

サービスの時間
の延長 

子どもを預かる

施設の教育・ 
保育の質の向上 

子育てに関する
施設・サービス・
イベントなどの情

報提供の充実 

各種助成をはじ
めとする金銭的
なサポートや 

現物給付 

全体  634 32.6 24.6 21.6 10.6 45.1 

稚内市で
子 ど も を

産み育て
たいか 

産み育てたい 123 37.4 30.9 19.5 9.8 48.0 

どちらかといえば産
み育てたい 

229 31.9 24.5 17.9 12.7 49.3 

どちらかといえば産

み育てたくない 
135 40.0 24.4 29.6 11.1 47.4 

産み育てたくない 104 29.8 20.2 25.0 9.6 37.5 

 

  ｎ 

子育てに係る母

子の保健・医療
体制の充実 

子育てに関する
様々な講座、イ
ベント、講演会の

開催 

子育てについて
相談できる機関
やサービスの 

充実 

子育てサロン・サ
ークルなど地域
における交流の

場の充実 

公園など子ども
の遊び場の充実 

全体  634 31.2 2.5 10.3 4.9 26.7 

稚内市で
子 ど も を

産み育て
たいか 

産み育てたい 123 30.1 2.4 10.6 6.5 32.5 

どちらかといえば産

み育てたい 
229 28.4 2.6 8.3 5.2 26.2 

どちらかといえば産

み育てたくない 
135 40.7 2.2 10.4 4.4 31.9 

産み育てたくない 104 32.7 3.8 14.4 4.8 22.1 

 

  ｎ 
子連れでも出か
けやすく楽しめる
場所の充実 

長時間労働の削
減や育児休暇

取得奨励など企
業への働きかけ 

行政が行うサービ
スをこれ以上増や
す必要はない 

その他 無回答 

全体  634 36.8 24.3 1.3 4.4 4.7 

稚内市で

子 ど も を
産み育て
たいか 

産み育てたい 123 44.7 23.6 0.0 4.1 1.6 

どちらかといえば産

み育てたい 
229 37.1 23.1 1.3 2.2 1.7 

どちらかといえば産
み育てたくない 

135 39.3 28.1 1.5 5.9 0.0 

産み育てたくない 104 32.7 24.0 2.9 7.7 3.8 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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４．住みやすさについて 

（１） 市外への転居意向 

 

市外への転居意向は、「引っ越す予定はない」が 35.0％で最も多くなっていますが、「予定はないが、いず

れ引っ越すと思う」（34.1％）および「近々、引っ越す予定である」（8.2％）と回答した人は合計で 42.3％とな

っており、将来的に市外へ転居意向のある人は全体の４割以上となっています。 

問 17 あなたは、将来的に稚内市外へ引っ越すご予定はありますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《居住年数別の集計》 

○居住年数別にみると、居住年数が短いほど「近々、引っ越す予定である」および「予定はないが、

いずれ引っ越すと思う」の割合が高くなっており、特に、5 年以下の居住年数でその割合が高くな

っています。 

（％） 

  ｎ 
近々、引っ越す

予定である 

予定はないが、
いずれ引っ越す

と思う 

引っ越す予定は

ない 
わからない 無回答 

全体  634 8.2 34.1 35.0 21.3 1.4 

居住年数 3 年未満 128 18.0 64.1 7.8 10.2 0.0 

 3～5 年 52 17.3 59.6 13.5 9.6 0.0 

 6～10年 53 11.3 47.2 20.8 17.0 3.8 

 11～19年 76 9.2 34.2 30.3 25.0 1.3 

 20～29年 114 3.5 22.8 38.6 32.5 2.6 

 30 年以上 201 1.0 12.4 60.2 24.9 1.5 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

35.0

34.1

8.2

21.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40%

引っ越す予定はない

予定はないが、いずれ引っ越すと思う

近々、引っ越す予定である

わからない

無回答 （n=634）
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《出生地別の集計》 

○出生地別にみると、稚内市、稚内市以外の宗谷管内町村といった宗谷管内で出生した人は「引っ越

す予定はない」が最も多く、宗谷管内以外の市町村、道外市区町村で出生した人は、「予定はない

が、いずれ引っ越すと思う」が最も高い比率となっています。 

（％） 

  ｎ 
近々、引っ越す

予定である 

予定はないが、
いずれ引っ越す

と思う 

引っ越す予定は

ない 
わからない 無回答 

全体  634 8.2 34.1 35.0 21.3 1.4 

出生地 稚内市 318 4.7 16.4 50.6 26.4 1.9 

 
稚内市以外の 
宗谷管内町村 

45 4.4 15.6 48.9 31.1 0.0 

 
宗谷管内以外の
道内市町村 

190 12.1 62.1 11.6 13.2 1.1 

 道外市区町村 70 15.7 52.9 15.7 14.3 1.4 

 海外 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

 

 

（２） 転居希望場所 

 

引っ越し先については、「未定」が 38.8％で最も多く、次いで「宗谷管内・札幌市・旭川市以外の道内市町

村」（20.1％）、「札幌市」（19.0％）と続いています。 

〈問 17 で「近々、引っ越す予定である」「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」を選択した方のみ〉 

問 18 引越し先はどこですか。（１つに○） 

 

  

38.8

20.1

19.0

10.1

4.9

3.4

1.5

2.2

0% 10% 20% 30% 40%

未定

宗谷管内・札幌市・旭川市以外の

道内市町村

札幌市

道外市区町村

旭川市

稚内市以外の宗谷管内町村

海外

無回答
（n=268）
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（３） 転居理由 

 

転居理由は、「転勤のため」が 60.8％を占めており、転居意向のある人の理由は、仕事の都合によるもの

が多くなっています。 

次いで「生活環境がよくないため」（19.0％）、「医療・福祉サービスに丌満があるため」（17.2％）と続いてお

り、本市の生活環境や医療・福祉サービスへの丌満が上位項目となっています。 

〈問 17 で「近々、引っ越す予定である」「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」を選択した方のみ〉 

問 19 引っ越す理由は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.8

19.0

17.2

10.8

9.7

7.1

4.9

3.7

3.4

3.0

0.7

0.4

8.6

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

転勤のため

生活環境がよくないため

医療・福祉サービスに不満があるため

子どもの教育のため

就業のため

親の介護のため

進学のため

結婚または離婚のため

除雪サービスに不満があるため

出産・子育てサービスに不満があるため

妊娠・出産のため

理由はない

その他

無回答
（n=268）
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（４） 居住地選定の重視点 

 

住む場所を検討する際に重視する点は、「仕事がある」が 48.7％と最も多く、次いで「医療・サービスの充

実度」（44.2％）、「交通の便がよい」（42.7％）と続いています。 

問 20 あなたが、住む場所を検討する際に、重視する点は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別の集計》 

○男女ともに、「仕事がある」が最も多く、女性は全体の比率よりも高くなっています。また、女性

は男性と比べて、「医療・福祉のサービスの充実度」「教育・保育のサービスの充実度」の割合が

高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
自然環境が
豊か 

交通の便が
よい 

仕事がある 
安心安全な
場所 

教育・保育

のサービス
の充実度 

医療・福祉

のサービス
の充実度 

家賃 

全体  634 16.4 42.7 48.7 31.7 16.1 44.2 20.0 

性別 男性 292 16.4 41.8 45.9 30.8 13.0 40.1 17.5 

 女性 331 16.6 43.2 51.7 32.6 18.7 47.4 22.4 

 

  ｎ 
買い物をす
る店の多さ 

移住者への
助成制度 

近所のつき
あい、地域
活動の活発

さ 

まちの知名
度 

生まれ育っ
た土地 

わからない・
特にない 

その他 

全体  634 22.2 4.9 3.5 0.5 11.5 2.8 2.8 

性別 男性 292 24.7 4.8 4.1 1.0 14.4 2.7 3.4 

 女性 331 20.2 4.8 3.0 0.0 9.1 3.0 2.4 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

48.7

44.2

42.7

31.7

22.2

20.0

16.4

16.1

11.5

4.9

3.5

0.5

2.8

2.8

5.8

0% 20% 40% 60%

仕事がある

医療・福祉のサービスの充実度

交通の便がよい

安心安全な場所

買い物をする店の多さ

家賃

自然環境が豊か

教育・保育のサービスの充実度

生まれ育った土地

移住者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

わからない・特にない

その他

無回答 （n=634）
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみても、「仕事がある」、「医療・福祉のサービスの充実度」、「交通の便がよい」

が上位回答となっています。 

○20～24 歳は「交通の便がよい」が 62.3%で突出しています。また全体と比べて「家賃」、「買い

物をする店の多さ」が多くなっています。 

（％） 

  ｎ 自然環境が豊か 交通の便がよい 仕事がある 安心安全な場所 
教育・保育のサー
ビスの充実度 

全体  634 16.4 42.7 48.7 31.7 16.1 

年齢 19 歳以下 17 23.5 17.6 29.4 35.3 17.6 

 20～24歳 53 11.3 62.3 54.7 37.7 7.5 

 25～29歳 63 22.2 38.1 55.6 34.9 11.1 

 30～34歳 92 19.6 40.2 43.5 29.3 25.0 

 35～39歳 139 18.0 41.0 46.0 35.3 23.0 

 40～44歳 134 18.7 39.6 53.7 30.6 17.2 

 45 歳以上 125 9.6 46.4 48.8 26.4 7.2 

 

  ｎ 
医療・福祉のサー

ビスの充実度 
家賃 

買い物をする店の

多さ 

移住者への助成

制度 

近所のつきあい、
地域活動の 
活発さ 

全体  634 44.2 20.0 22.2 4.9 3.5 

年齢 19 歳以下 17 41.2 17.6 29.4 5.9 5.9 

 20～24歳 53 28.3 34.0 37.7 1.9 0.0 

 25～29歳 63 30.2 28.6 19.0 4.8 4.8 

 30～34歳 92 46.7 25.0 21.7 6.5 3.3 

 35～39歳 139 42.4 13.7 22.3 5.8 4.3 

 40～44歳 134 49.3 17.9 24.6 3.0 3.0 

 45 歳以上 125 52.0 16.0 14.4 5.6 4.0 

 

  ｎ まちの知名度 
生まれ育った 

土地 
わからない 
・特にない 

その他 無回答 

全体  634 0.5 11.5 2.8 2.8 5.8 

年齢 19 歳以下 17 0.0 23.5 5.9 0.0% 5.9 

 20～24歳 53 0.0 9.4 1.9 0.0% 0.0 

 25～29歳 63 1.6 15.9 4.8 1.6% 4.8 

 30～34歳 92 1.1 5.4 3.3 4.3% 3.3 

 35～39歳 139 0.7 19.4 4.3 2.2% 3.6 

 40～44歳 134 0.0 7.5 2.2 4.5% 6.0 

 45 歳以上 125 0.0 8.8 0.8 3.2% 12.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《居住年数別の集計》 

○居住年数別にみると、5 年以下の人は、「交通の便がよい」ことを最も重視しており、６～10 年の

人は「医療・福祉のサービスの充実度」を重視しています。また、居住年数 11 年以上の人は「仕事

がある」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 自然環境が豊か 交通の便がよい 仕事がある 安心安全な場所 
教育・保育のサー
ビスの充実度 

全体  634 16.4 42.7 48.7 31.7 16.1 

 3 年未満 128 10.2 47.7 33.6 33.6 20.3 

 3～5 年 52 25.0 51.9 30.8 36.5 25.0 

 6～10年 53 22.6 37.7 43.4 26.4 22.6 

 11～19年 76 18.4 36.8 60.5 26.3 17.1 

 20～29年 114 21.1 43.0 58.8 33.3 10.5 

 30 年以上 201 13.9 39.8 55.2 31.8 12.4 

 

  ｎ 
医療・福祉のサー

ビスの充実度 
家賃 

買い物をする店の

多さ 

移住者への助成

制度 

近所のつきあい、
地域活動の 
活発さ 

全体  634 44.2 20.0 22.2 4.9 3.5 

 3 年未満 128 43.8 17.2 35.2 3.1 0.8 

 3～5 年 52 34.6 25.0 28.8 1.9 5.8 

 6～10年 53 45.3 15.1 28.3 5.7 3.8 

 11～19年 76 51.3 19.7 15.8 2.6 6.6 

 20～29年 114 38.6 27.2 18.4 9.6 3.5 

 30 年以上 201 46.3 17.9 15.4 4.5 3.5 

 

  ｎ まちの知名度 
生まれ育った 

土地 

わからない 

・特にない 
その他 無回答 

全体  634 0.5 11.5 2.8 2.8 5.8 

 3 年未満 128 0.0 9.4 3.9 7.0 1.6 

 3～5 年 52 0.0 11.5 1.9 1.9 3.8 

 6～10年 53 1.9 7.5 1.9 3.8 5.7 

 11～19年 76 0.0 10.5 3.9 0.0 3.9 

 20～29年 114 0.9 7.9 1.8 1.8 7.9 

 30 年以上 201 0.5 16.4 3.0 2.0 8.5 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（５） 住みやすいと感じる点 

 

「わからない・特にない」が 42.3％で最も多くなっていますが、住みやすいと感じる点としては「公園や自然

環境」（27.4％）の回答が多くなっています。 

問 21 稚内市が住みやすいと感じるところはどういった点ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみると、19 歳以下は「公園や自然環境」（47.1%）、「近所のつきあい、地域活動

の活発さ」（35.3％）が多くなっています。 

（％） 

  ｎ 
公園や 

自然環境 

道路・交通 

機関 

職場が近い、

仕事が多い 

防犯 

・防災体制 

教育・保育の

サービス 

医療・福祉の

サービス 

全体  634 27.4 8.4 11.0 6.2 6.6 1.7 

年齢 19 歳以下 17 47.1 11.8 0.0 11.8 5.9 0.0 

 20～24歳 53 34.0 15.1 7.5 11.3 0.0 0.0 

 25～29歳 63 36.5 14.3 17.5 1.6 9.5 1.6 

 30～34歳 92 33.7 8.7 8.7 5.4 6.5 2.2 

 35～39歳 139 25.2 6.5 14.4 4.3 10.1 2.9 

 40～44歳 134 28.4 6.0 12.7 7.5 8.2 3.0 

 45 歳以上 125 16.0 7.2 7.2 6.4 3.2 0.0 

 

  ｎ 

近所のつきあ

い、地域活動
の活発さ 

まちの 
にぎわい 

わからない 
・特にない 

その他 無回答 

全体  634 10.6 0.9 42.3 7.6 5.7 

年齢 19 歳以下 17 35.3 0.0 23.5 5.9 5.9 

 20～24歳 53 13.2 1.9 43.4 9.4 0.0 

 25～29歳 63 19.0 3.2 33.3 4.8 4.8 

 30～34歳 92 13.0 1.1 43.5 10.9 1.1 

 35～39歳 139 10.1 0.7 45.3 5.0 4.3 

 40～44歳 134 7.5 0.0 38.1 7.5 6.7 

 45 歳以上 125 4.8 0.0 49.6 8.0 12.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目  

27.4

11.0

10.6

8.4

6.6

6.2

1.7

0.9

42.3

7.6

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公園や自然環境

職場が近い、仕事が多い

近所のつきあい、地域活動の活発さ

道路・交通機関

教育・保育のサービス

防犯・防災体制

医療・福祉のサービス

まちのにぎわい

わからない・特にない

その他

無回答 （n=634）
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《居住年数別の集計》 

○居住年数別にみると、3 年～19 年は「公園や自然環境」の割合が高く、3 年未満や 20 年以上は「わ

からない・特にない」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
公園や 
自然環境 

道路・交通 
機関 

職場が近い、
仕事が多い 

防犯 
・防災体制 

教育・保育の
サービス 

医療・福祉の
サービス 

全体  634 27.4 8.4 11.0 6.2 6.6 1.7 

居住年数 3 年未満 128 28.1 7.0 8.6 2.3 7.0 1.6 

 3～5 年 52 36.5 17.3 7.7 7.7 17.3 3.8 

 6～10年 53 39.6 5.7 11.3 0.0 11.3 1.9 

 11～19年 76 36.8 10.5 10.5 11.8 6.6 1.3 

 20～29年 114 27.2 8.8 8.8 7.9 3.5 1.8 

 30 年以上 201 18.9 7.0 14.9 6.5 4.5 1.5 

 

  ｎ 
近所のつきあ
い、地域活動
の活発さ 

まちの 

にぎわい 

わからない 

・特にない 
その他 無回答 

全体  634 10.6 0.9 42.3 7.6 5.7 

居住年数 3 年未満 128 9.4 0.8 50.8 5.5 0.8 

 3～5 年 52 15.4 1.9 28.8 7.7 3.8 

 6～10年 53 7.5 0.0 39.6 3.8 9.4 

 11～19年 76 14.5 0.0 32.9 9.2 3.9 

 20～29年 114 12.3 2.6 43.9 7.0 6.1 

 30 年以上 201 9.0 0.0 43.8 9.0 9.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（６） 移住定住促進で力を入れるべき行政サービス 

 

移住定住の促進で力を入れるべき行政サービスは、「子育て世代への税制優遇や補助金」が 46.8％で他

を引き離して最も多くなっています。 

次いで「医療費無料制度」（28.9％）、「大規模商業施設の誘致」（26.5％）が続いています。 

問 22 移住定住の促進に際し、稚内市が今後力を入れるべき行政サービスは何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.8

28.9

26.5

18.3

18.1

17.4

12.1

11.4

8.8

6.6

6.5

6.0

5.8

5.5

4.6

2.2

10.9

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育て世代への税制優遇や補助金

医療費無料制度

大規模商業施設の誘致

保育所・学童保育の充実

空き家に関する情報提供

転入者に対する税制優遇や補助金

二世帯住宅、三世代同居などへの助成

ブランド力や専門性の高い大学など

教育機関の誘致

住宅開発

地域資源を生かした自然とふれあう教育

地域コミュニティの充実

移住案内パンフレットの作成

転入に関する相談窓口

定住促進専用のホームページ

農業体験等が気軽にできる仕組み

市民団体活動、地域活動の支援

その他

無回答
（n=634）
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《男女別の集計》 

○男女別にみても、「子育て世代への税制優遇や補助金」の回答率が最も高くなっていますが、男性

は「大規模商業施設の誘致」、女性は「医療費無料制度」の割合がそれぞれ多くなっています。 

（％） 

  ｎ 
子育て世代へ
の税制優遇や
補助金 

二世帯住宅、
三世代同居な
どへの助成 

移住案内パン

フレットの作成 

転入に関する

相談窓口 

転入者に対す
る税制優遇や
補助金 

定住促進専用
のホームペー

ジ 

全体  634 46.8 12.1 6.0 5.8 17.4 5.5 

性別 男性 292 45.9 9.9 3.1 5.5 20.9 5.1 

 女性 331 48.6 14.5 8.2 6.3 14.2 5.7 

 

  ｎ 
空き家に関す

る情報提供 
住宅開発 

大規模商業施

設の誘致 

保育所・学童

保育の充実 

医療費無料制

度 

地域資源を生
かした自然と
ふれあう教育 

全体  634 18.1 8.8 26.5 18.3 28.9 6.6 

性別 男性 292 19.2 7.5 31.2 15.1 25.0 5.1 

 女性 331 16.6 10.0 21.5 21.1 32.3 7.9 

 

  ｎ 

ブランド力や専
門性の高い大

学など教育機
関の誘致 

地域コミュニテ

ィの充実 

農業体験等が
気軽にできる
仕組み 

市民団体活
動、地域活動
の支援 

その他 無回答 

全体  634 11.4 6.5 4.6 2.2 10.9 7.1 

性別 男性 292 13.0 5.8 5.1 1.0 11.6 7.5 

 女性 331 9.4 6.9 3.9 3.3 10.3 6.9 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみても「子育て世代への税制優遇や補助金」が最も多くなっていますが、特に 25～34

歳の子育て世代はその割合が高くなっています。また、30～34 歳は「保育所・学童保育の充実」

が 34.8%と他年齢階級と比較して突出しています。 

○20～29 歳は「大規模商業施設の誘致」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
子育て世代へ
の税制優遇や
補助金 

二世帯住宅、
三世代同居な
どへの助成 

移住案内パン

フレットの作成 

転入に関する

相談窓口 

転入者に対す
る税制優遇や
補助金 

定住促進専用
のホームペー

ジ 

全体  634 46.8 12.1 6.0 5.8 17.4 5.5 

年齢 19 歳以下 17 58.8 11.8 11.8 0.0 17.6 5.9 

 20～24歳 53 49.1 7.5 7.5 5.7 22.6 1.9 

 25～29歳 63 60.3 17.5 4.8 3.2 23.8 7.9 

 30～34歳 92 58.7 10.9 6.5 6.5 14.1 1.1 

 35～39歳 139 45.3 12.2 5.0 7.2 13.7 6.5 

 40～44歳 134 42.5 12.7 6.7 4.5 17.9 4.5 

 45 歳以上 125 38.4 12.8 4.0 8.0 17.6 8.8 

 

  ｎ 
空き家に関す
る情報提供 

住宅開発 
大規模商業施
設の誘致 

保育所・学童
保育の充実 

医療費無料制
度 

地域資源を生
かした自然と

ふれあう教育 

全体  634 18.1 8.8 26.5 18.3 28.9 6.6 

年齢 19 歳以下 17 5.9 5.9 17.6 11.8 0.0 23.5 

 20～24歳 53 9.4 11.3 39.6 17.0 28.3 3.8 

 25～29歳 63 22.2 7.9 31.7 11.1 20.6 14.3 

 30～34歳 92 16.3 9.8 26.1 34.8 31.5 5.4 

 35～39歳 139 14.4 9.4 23.7 15.8 30.2 6.5 

 40～44歳 134 26.1 10.4 26.9 17.9 32.8 6.7 

 45 歳以上 125 16.8 5.6 20.0 15.2 29.6 2.4 

 

  ｎ 

ブランド力や専

門性の高い大
学など教育機
関の誘致 

地域コミュニテ
ィの充実 

農業体験等が
気軽にできる

仕組み 

市民団体活
動、地域活動

の支援 

その他 無回答 

全体  634 11.4 6.5 4.6 2.2 10.9 7.1 

年齢 19 歳以下 17 23.5 23.5 5.9 0.0 11.8 5.9 

 20～24歳 53 17.0 5.7 3.8 7.5 0.0 0.0 

 25～29歳 63 12.7 12.7 1.6 6.3 6.3 4.8 

 30～34歳 92 7.6 5.4 9.8 1.1 15.2 4.3 

 35～39歳 139 12.2 5.8 5.0 0.7 16.5 5.0 

 40～44歳 134 11.2 2.2 5.2 0.7 11.2 6.7 

 45 歳以上 125 7.2 7.2 0.8 2.4 8.0 16.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《居住年数別の集計》 

○居住年数別でみても「子育て世代への税制優遇や補助金」が上位回答となっていますが、3 年未満

は「大規模商業施設の誘致」、6～10 年は「空き家に関する情報提供」、30 年以上は「医療費無

料制度」の割合がそれぞれ高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
子育て世代へ
の税制優遇や
補助金 

二世帯住宅、
三世代同居な
どへの助成 

移住案内パン

フレットの作成 

転入に関する

相談窓口 

転入者に対す
る税制優遇や
補助金 

定住促進専用
のホームペー

ジ 

全体  634 46.8 12.1 6.0 5.8 17.4 5.5 

居住年数 3 年未満 128 48.4 4.7 4.7 3.1 25.8 4.7 

 3～5 年 52 48.1 3.8 7.7 11.5 21.2 5.8 

 6～10年 53 52.8 9.4 9.4 1.9 18.9 5.7 

 11～19年 76 51.3 13.2 6.6 6.6 17.1 9.2 

 20～29年 114 45.6 14.0 8.8 7.0 16.7 2.6 

 30 年以上 201 44.8 18.9 3.0 6.5 10.9 6.0 

 

  ｎ 
空き家に関す
る情報提供 

住宅開発 
大規模商業施
設の誘致 

保育所・学童
保育の充実 

医療費無料制
度 

地域資源を生
かした自然と

ふれあう教育 

全体  634 18.1 8.8 26.5 18.3 28.9 6.6 

居住年数 3 年未満 128 14.8 7.8 35.2 18.0 23.4 3.9 

 3～5 年 52 11.5 9.6 28.8 19.2 23.1 13.5 

 6～10年 53 32.1 13.2 20.8 13.2 32.1 5.7 

 11～19年 76 14.5 6.6 17.1 21.1 26.3 10.5 

 20～29年 114 23.7 7.9 28.9 18.4 28.1 4.4 

 30 年以上 201 15.4 9.5 22.4 18.9 34.3 6.5 

 

  ｎ 

ブランド力や専
門性の高い大
学など教育機

関の誘致 

地域コミュニテ
ィの充実 

農業体験等が

気軽にできる
仕組み 

市民団体活

動、地域活動
の支援 

その他 無回答 

全体  634 11.4 6.5 4.6 2.2 10.9 7.1 

居住年数 3 年未満 128 14.1 7.0 4.7 1.6 14.8 1.6 

 3～5 年 52 9.6 5.8 3.8 1.9 13.5 5.8 

 6～10年 53 11.3 11.3 3.8 0.0 13.2 9.4 

 11～19年 76 17.1 11.8 5.3 1.3 13.2 3.9 

 20～29年 114 9.6 4.4 5.3 5.3 8.8 10.5 

 30 年以上 201 8.0 4.0 4.0 2.0 7.5 10.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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５．働くことについて 

（１） 現在の就業形態 

 

現在の就業形態は、「正規の社員・職員」が49.2％を占め、次いで「パート・アルバイト」（15.6％）、「専業主

婦・主夫」（13.6％）と続いています。 

問 23 あなたの就業形態は次のどれですか。（１つに○） 

 

 

  

49.2

15.6

13.6

5.7

4.7

3.6

2.2

1.7

1.3

0.6

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

正規の社員・職員

パート・アルバイト等

専業主婦・主夫

派遣・契約社員

働いていない

自営業

家業を手伝っている

学生

会社経営者

その他

無回答 （n=634）
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《男女別・年齢階級別の集計》 

○男性を年齢階級別にみると、19 歳以下は「学生」、20 歳以上は「正規の社員・職員」が最も多く

なっています。また、20～24 歳は「パート・アルバイト等」、25～29 歳は「派遣・契約社員」

が他年齢階級と比べて割合が高くなっています。 

○女性の年齢階級別では、19 歳以下は「学生」、20～29 歳は「正規の社員・職員」、30～39 歳

は「専業主婦・主夫」、40 歳以上は「パート・アルバイト等」が最も多くなっており、子育ての状

況に合わせて就業形態が変化していることがうかがえます。 

■男性 

（％） 

  ｎ 
正規の社員 
・職員 

派遣 
・契約社員 

パート 
・アルバイト等 

会社経営者 自営業 
家業を 

手伝っている 

男性全体  292 74.7 4.5 4.1 2.1 4.5 2.4 

年齢 19 歳以下 8 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 30 63.3 3.3 10.0 0.0 3.3 3.3 

 25～29歳 26 73.1 15.4 0.0 0.0 3.8 0.0 

 30～34歳 34 88.2 0.0 2.9  5.9 2.9 

 35～39歳 63 85.7 6.3 0.0 1.6 1.6 1.6 

 40～44歳 69 76.8 4.3 4.3 2.9 4.3 4.3 

 45 歳以上 61 67.2 1.6 8.2 4.9 8.2 0.0 
 

  ｎ 学生 
専業主婦 
・主夫 

働いていない その他 無回答 

男性全体  292 1.7 0.0 3.1 1.0 2.1 

年齢 19 歳以下 8 37.5 0.0 0.0 12.5 25.0 

 20～24歳 30 6.7 0.0 6.7 3.3 0.0 

 25～29歳 26 0.0 0.0 3.8 0.0 3.8 

 30～34歳 34 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 35～39歳 63 0.0 0.0 1.6 0.0 1.6 

 40～44歳 69 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 

 45 歳以上 61 0.0 0.0 8.2 1.6 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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■女性 

（％） 

  ｎ 
正規の社員 
・職員 

派遣 
・契約社員 

パート 
・アルバイト等 

会社経営者 自営業 
家業を 

手伝っている 

女性全体  331 26.6 6.9 25.4 0.3 3.0 2.1 

年齢 19 歳以下 9 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 23 52.2 4.3 26.1 0.0 0.0 4.3 

 25～29歳 37 32.4 10.8 29.7 0.0 0.0 2.7 

 30～34歳 58 20.7 3.4 13.8 0.0 1.7 1.7 

 35～39歳 76 21.1 5.3 27.6 0.0 3.9 1.3 

 40～44歳 64 28.1 7.8 31.3 1.6 1.6 4.7 

 45 歳以上 64 26.6 10.9 26.6 0.0 7.8 0.0 
 

  ｎ 学生 
専業主婦 
・主夫 

働いていない その他 無回答 

女性全体  331 1.8 26.0 6.0 0.3 1.5 

年齢 19 歳以下 9 55.6 0.0 11.1 0.0 11.1 

 20～24歳 23 4.3 0.0 8.7 0.0 0.0 

 25～29歳 37 0.0 18.9 2.7 0.0 2.7 

 30～34歳 58 0.0 50.0 6.9 1.7 0.0 

 35～39歳 76 0.0 34.2 5.3 0.0 1.3 

 40～44歳 64 0.0 21.9 3.1 0.0 0.0 

 45 歳以上 64 0.0 15.6 9.4 0.0 3.1 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《男女別・婚姻状況の集計》 

○男性の婚姻状況別でみても、「正規の社員・職員」が最も多くなっていますが、独身（未婚）、独

身（婚姻歴あり）の人はその割合が低くなっています。 

○女性の婚姻状況別では、独身（未婚）、独身（婚姻歴あり）の人は「正規の社員・職員」が最も多

くなっていますが、独身（婚姻歴あり）は「派遣・契約社員」の割合が高くなっています。また、

既婚の人は「専業主婦・主夫」の割合が最も高くなっています。 

 

■男性 

（％） 

  ｎ 
正規の社員 
・職員 

派遣 
・契約社員 

パート 
・アルバイト等 

会社経営者 自営業 
家業を 

手伝っている 

男性全体  292 74.7 4.5 4.1 2.1 4.5 2.4 

婚姻状況 独身（未婚） 115 60.0 7.0 7.0 0.9 3.5 3.5 

 
独身 

（婚姻歴あり） 
20 65.0 0.0 20.0 10.0 5.0 0.0 

 既婚 155 86.5 3.2 0.0 1.9 5.2 1.9 

 

  ｎ 学生 
専業主婦 
・主夫 

働いていない その他 無回答 

男性全体  292 1.7 0.0 3.1 1.0 2.1 

婚姻状況 独身（未婚） 115 4.3 0.0 7.8 2.6 3.5 

 
独身 

（婚姻歴あり） 
20 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 既婚 155 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

■女性 

（％） 

  ｎ 
正規の社員 
・職員 

派遣 
・契約社員 

パート 
・アルバイト等 

会社経営者 自営業 
家業を 

手伝っている 

女性全体  331 26.6 6.9 25.4 0.3 3.0 2.1 

婚姻状況 独身（未婚） 84 45.2 6.0 25.0 0.0 0.0 1.2 

 
独身 

（婚姻歴あり） 
28 32.1 28.6 28.6 0.0 0.0 7.1 

 既婚 216 18.5 4.6 25.5 0.5 4.6 1.9 

 

  ｎ 学生 
専業主婦 
・主夫 

働いていない その他 無回答 

女性全体  331 1.8 26.0 6.0 0.3 1.5 

性別 独身（未婚） 84 7.1 0.0 10.7 1.2 3.6 

 
独身 

（婚姻歴あり） 
28 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 

 既婚 216 0.0 39.4 4.2 0.0 0.9 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（２） 現在の仕事の業種 

 

現在の仕事の業種は、「公務員」が 27.8％と最も多く、次いで「サービス業」（15.9％）、「卸売業、小売業、

飲食店」（6.9％）と続いています。 

〈問 23 で「1.正規の社員・職員」～「6.家業を手伝っている」を選択した方のみ〉 

問 24 仕事の業種は、次のうちどれですか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.8

15.9

6.9

6.3

5.1

4.7

4.3

2.4

2.4

2.4

0.8

0.0

8.9

12.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

公務員

サービス業

卸売業、小売業、飲食店

建設業

金融業、保険業、不動産業

水産業

運輸業

農業

製造業

電気・ガス・水道業

情報通信業

林業

その他

無回答 （n=492）
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（３） 今後の転職意向 

 

今後の転職意向については、「転職の希望はない」が60.2％を占め、最も多くなっています。また、「市外で

転職したい」は 13.0％、「市内で転職したい」が 12.6％となっており、転職意向のある人の希望は市内と市外

でほぼ同率となっています。 

〈問 23 で「1.正規の社員・職員」～「6.家業を手伝っている」を選択した方のみ〉 

問 25 あなたは、今後、転職の希望はありますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別では、男女ともに「転職の希望はない」が最も多くなっているものの、女性は全体よりも低

い比率となっています。また、女性は「市内で転職したい」と希望している人が、全体よりも高い

状況です。 

○年齢階級別では、どの年齢においても「転職の希望はない」が最も高く、特に 30 歳以上は「転職の

希望はない」が、全体よりも比率が高くなっています。一方、「市街で転職したい」と希望してい

る人が、20～29 歳で全体よりも高い比率となっています。 

（％） 

  ｎ 転職の希望はない 市内で転職したい 市外で転職したい 無回答 

全体  492 60.2 12.6 13.0 14.2 

性別 男性 269 68.8 5.6 13.8 11.9 

 女性 213 48.8 21.6 12.7 16.9 

年齢 19 歳以下 4 100.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 45 57.8 11.1 24.4 6.7 

 25～29歳 52 48.1 13.5 25.0 13.5 

 30～34歳 58 72.4 10.3 6.9 10.3 

 35～39歳 106 61.3 12.3 11.3 15.1 

 40～44歳 116 60.3 17.2 8.6 13.8 

 45 歳以上 101 56.4 9.9 13.9 19.8 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

転職の希望はない
60.2%市外で転職したい

13.0%

市内で転職したい
12.6%

無回答
14.2%

（n=492）
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（４） 転職時の希望職業分野 

 

転職時に希望する職業分野は、「サービス業」が 39.7％で突出して多く、次いで「卸売業、小売業、飲食

店」（22.2％）、「公務員」（20.6％）と続いています。 

〈問 25 で「市内で転職したい」「市外で転職したい」を選択した方のみ〉 

問 26 将来、転職するとしたら、次のうちどの分野の仕事を希望しますか。（複数回答） 

 

  

39.7

22.2

20.6

11.9

10.3

7.9

7.9

6.3

5.6

5.6

4.8

4.0

13.5

5.6

0% 10% 20% 30% 40%

サービス業

卸売業、小売業、飲食店

公務員

製造業

金融業、保険業、不動産業

情報通信業

運輸業

建設業

農業

電気・ガス・水道業

水産業

林業

その他

無回答 （n=126）
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（５） 転職時に重視する点 

 

転職時に重視する点は、「給不」が 77.8％を占めており、他を引き離して多くなっています。次いで、「仕事

の内容・やりがい」（45.2％）、「休みの日数（育児休業の取得など）」（43.7％）と続いています。 

〈問 25 で「市内で転職したい」「市外で転職したい」を選択した方のみ〉 

問 27 将来、転職するとしたら、何を重視しますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別の集計》 

○男女ともに「給不」が上位回答となっていますが、男性は「仕事の内容・やりがい」、女性は「休

みの日数（育児休業の取得など）」、「福利・厚生」の割合が多くなっています。 

（％） 

  ｎ 給不 

休みの日数

（育児休業の
取得など） 

労働時間 通勤時間 
職場の 
人間関係 

仕事の内容・
やりがい 

全体  126 77.8 43.7 37.3 5.6 42.1 45.2 

性別 男性 52 73.1 38.5 36.5 1.9 40.4 51.9 

 女性 73 80.8 46.6 37.0 8.2 43.8 39.7 

 

  ｎ 福利・厚生 
介護・育児休
業制度の有無 

法令順守（パ
ワハラ・セクハ

ラなど） 

その他 無回答 

全体  126 27.8 4.0 10.3 0.8 0.8 

性別 男性 52 23.1 5.8 15.4 1.9 0.0 

 女性 73 30.1 2.7 6.8 0.0 1.4 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

  

77.8

45.2

43.7

42.1

37.3

27.8

10.3

5.6

4.0

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

給与

仕事の内容・やりがい

休みの日数（育児休業の取得など）

職場の人間関係

労働時間

福利・厚生

法令順守（パワハラ・セクハラなど）

通勤時間

介護・育児休業制度の有無

その他

無回答 （n=126）
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみても、「給不」が上位回答となっていますが、20～29 歳は「休みの日数（育児休

業の取得など）」の割合が高く、35～39 歳では「労働時間」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 給不 
休みの日数
（育児休業の
取得など） 

労働時間 通勤時間 
職場の 

人間関係 

仕事の内容・

やりがい 

全体  126 77.8 43.7 37.3 5.6 42.1 45.2 

年齢 19 歳以下 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 16 68.8 50.0 37.5 6.3 43.8 50.0 

 25～29歳 20 90.0 70.0 30.0 10.0 25.0 25.0 

 30～34歳 10 100.0 30.0 30.0 0.0 50.0 40.0 

 35～39歳 25 56.0 36.0 56.0 8.0 40.0 36.0 

 40～44歳 30 73.3 36.7 33.3 3.3 50.0 53.3 

 45 歳以上 24 91.7 37.5 29.2 4.2 45.8 58.3 

 

  ｎ 福利・厚生 
介護・育児休
業制度の有無 

法令順守（パ

ワハラ・セクハ
ラなど） 

その他 無回答 

全体  126 27.8 4.0 10.3 0.8 0.8 

年齢 19 歳以下 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 16 18.8 0.0 6.3 0.0 0.0 

 25～29歳 20 35.0 5.0 10.0 0.0 0.0 

 30～34歳 10 40.0 10.0 20.0 0.0 0.0 

 35～39歳 25 24.0 4.0 8.0 0.0 4.0 

 40～44歳 30 26.7 3.3 13.3 3.3 0.0 

 45 歳以上 24 25.0 4.2 8.3 0.0 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（６） 現在の就業形態（配偶者） 

 

男性の配偶者は、「パート・アルバイト等」、「専業主婦・主夫」がともに 29.0％で最も多く、次いで「正規の社

員・職員」（19.4％）が続いています。また、「働いていない」も 8.4％みられます。 

女性の配偶者は「正規の社員・職員」が 71.3％を占め、次いで、「自営業」（12.5％）が続いています。 

〈問 1 で「既婚」を選択した方のみ〉 

問 28 配偶者の就業形態は次のうちどれですか。（１つに○） 

 

■男性の配偶者 

 

■女性の配偶者 

 

  

29.0

29.0

19.4

8.4

4.5

3.2

1.3

0.0

0.0

0.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40%

パート・アルバイト等

専業主婦・主夫

正規の社員・職員

働いていない

自営業

家業を手伝っている

派遣・契約社員

会社経営者

学生

その他

無回答 （n=155）

71.3

12.5

4.6

1.9

0.9

0.9

0.9

0.5

0.5

1.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

正規の社員・職員

自営業

派遣・契約社員

会社経営者

家業を手伝っている

専業主婦・主夫

働いていない

パート・アルバイト等

学生

その他

無回答 （n=216）



  
59 

 

（７） 現在の業種（配偶者） 

 

男性の配偶者は、「サービス業」が 27.0％で最も多く、次いで、「公務員」（21.3％）、「卸売業、小売業、飲

食店」（15.7％）と続いています。 

女性の配偶者は、「公務員」が 28.8％で最も多く、次いで「サービス業」（15.2％）と続いています。 

〈問 28 で「1.正規の社員・職員」～「6.家業を手伝っている」を選択した方のみ〉 

問 29 配偶者の職種は次のうちどれですか。（１つに○） 

 

■男性の配偶者 

 

 

■女性の配偶者 

 

  

27.0

21.3

15.7

3.4

2.2

1.1

1.1

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

12.4

14.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

サービス業

公務員

卸売業、小売業、飲食店

水産業

農業

建設業

電気・ガス・水道業

情報通信業

林業

製造業

運輸業

金融業、保険業、不動産業

その他

無回答 （n=89）

28.8

15.2

7.6

7.6

7.1

4.0

3.5

3.0

3.0

2.5

2.0

0.0

8.6

7.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

公務員

サービス業

水産業

金融業、保険業、不動産業

建設業

卸売業、小売業、飲食店

運輸業

製造業

情報通信業

電気・ガス・水道業

農業

林業

その他

無回答 （n=198）
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（８） 就職時の希望職業分野 

 

就職時の希望職業分野は、「サービス業」が 28.3％と最も多く、次いで「公務員」（11.8％）、「卸売業、小

売業、飲食店」（10.2％）と続いています。 

〈問 23 で「7.学生」～「9.働いていない」を選択した方のみ〉 

問 30 将来、仕事をするとしたら、次のうちどの分野の仕事を希望しますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別の集計》 

○男女別にみると、男女ともに「サービス業」の回答が最も多くなっており、その割合は男性の方が

高くなっています。また、男性は「情報通信業」「製造業」「公務員」の割合が高くなっています

が、女性は「無回答」が 5 割弱となっており、就職時には職業分野の絞り込みは比較的少ないと考

えられます。 

（％） 

  ｎ 農業 林業 水産業 建設業 製造業 

全体  127 2.4 0.0 1.6 0.0 4.7 

性別 男性 14 7.1 0.0 7.1 0.0 21.4 

 女性 112 1.8 0.0 0.9 0.0 2.7 

 

  ｎ 
電気・ガス 

・水道業 
情報通信業 運輸業 

卸売業、 

小売業、飲食店 

金融業、保険業、

不動産業 

全体  127 1.6 4.7 2.4 10.2 3.9 

性別 男性 14 7.1 28.6 7.1 14.3 7.1 

 女性 112 0.9 1.8 1.8 9.8 3.6 

 

  ｎ サービス業 公務員 その他 無回答 

全体  127 28.3 11.8 15.0 43.3% 

性別 男性 14 35.7 21.4 14.3 14.3% 

 女性 112 27.7 10.7 14.3 47.3% 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目  

28.3

11.8

10.2

4.7

4.7

3.9

2.4

2.4

1.6

1.6

0.0

0.0

15.0

43.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サービス業

公務員

卸売業、小売業、飲食店

製造業

情報通信業

金融業、保険業、不動産業

農業

運輸業

水産業

電気・ガス・水道業

林業

建設業

その他

無回答

（n=127）
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみると、24 歳以下は「公務員」の割合が突出して高くなっています。一方、25 歳以

上は「サービス業」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 農業 林業 水産業 建設業 製造業 

全体  127 2.4 0.0 1.6 0.0 4.7 

年齢 19 歳以下 9 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 

 20～24歳 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 25～29歳 9 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 

 30～34歳 33 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 

 35～39歳 31 0.0 0.0 3.2 0.0 6.5 

 40～44歳 16 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 

 45 歳以上 21 4.8 0.0 4.8 0.0 4.8 

 

  ｎ 
電気・ガス 
・水道業 

情報通信業 運輸業 
卸売業、 

小売業、飲食店 
金融業、保険業、

不動産業 

全体  127 1.6 4.7 2.4 10.2 3.9 

年齢 19 歳以下 9 11.1 22.2 0.0 0.0 11.1 

 20～24歳 7 14.3 28.6 0.0 28.6 28.6 

 25～29歳 9 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 

 30～34歳 33 0.0 3.0 0.0 6.1 0.0 

 35～39歳 31 0.0 0.0 3.2 9.7 3.2 

 40～44歳 16 0.0 0.0 6.3 12.5 6.3 

 45 歳以上 21 0.0 4.8 0.0 14.3 0.0 

 

  ｎ サービス業 公務員 その他 無回答 

全体  127 28.3 11.8 15.0 43.3% 

年齢 19 歳以下 9 0.0 55.6 44.4 0.0 

 20～24歳 7 14.3 42.9 0.0 0.0 

 25～29歳 9 44.4 11.1 22.2 33.3 

 30～34歳 33 27.3 3.0 6.1 63.6 

 35～39歳 31 38.7 6.5 9.7 45.2 

 40～44歳 16 31.3 12.5 12.5 43.8 

 45 歳以上 21 23.8 4.8 23.8 47.6 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（９） 就職時に重視する点 

 

就職時に重視する点は、「労働時間」が 35.4％と最も多く、次いで「給不」（31.5％）、「仕事の内容・やりが

い」（24.4％）と続いています。 

〈問 23 で「7.学生」～「9.働いていない」を選択した方のみ〉 

問 31 将来、仕事をするとしたら、何を重視しますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別の集計》 

○男女別にみると、男性は「給不」、女性は「労働時間」を最も重視しています。 

（％） 

  ｎ 給不 

休みの日数

（育児休業の
取得など） 

労働時間 通勤時間 
職場の 
人間関係 

仕事の内容・
やりがい 

全体  127 31.5 23.6 35.4 10.2 22.0 24.4 

性別 男性 14 64.3 14.3 50.0 7.1 28.6 42.9 

 女性 112 26.8 25.0 33.0 10.7 20.5 22.3 

 

  ｎ 福利・厚生 
介護・育児休
業制度の有無 

法令順守（パ
ワハラ・セクハ

ラなど） 

その他 無回答 

全体  127 8.7 3.9 3.1 2.4 40.9 

性別 男性 14 14.3 7.1 7.1 7.1 7.1 

 女性 112 8.0 3.6 2.7 1.8 45.5 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

 

 

  

35.4

31.5

24.4

23.6

22.0

10.2

8.7

3.9

3.1

2.4

40.9

0% 10% 20% 30% 40%

労働時間

給与

仕事の内容・やりがい

休みの日数（育児休業の取得など）

職場の人間関係

通勤時間

福利・厚生

介護・育児休業制度の有無

法令順守（パワハラ・セクハラなど）

その他

無回答

（n=127）
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみると、24 歳以下は「給不」を重視し、30～44 歳は「労働時間」、45 歳以上は「仕

事の内容やりがい」を重視しています。また、25～29 歳は「休みの日数（育児休業の取得など）」、

「労働時間」の割合も高くなっています。 

（％） 

  ｎ 給不 
休みの日数
（育児休業の
取得など） 

労働時間 通勤時間 
職場の 

人間関係 

仕事の内容・

やりがい 

全体  127 31.5 23.6 35.4 10.2 22.0 24.4 

年齢 19 歳以下 9 66.7 33.3 33.3 22.2 44.4 44.4 

 20～24歳 7 85.7 14.3 57.1 14.3 28.6 28.6 

 25～29歳 9 55.6 55.6 55.6 11.1 11.1 22.2 

 30～34歳 33 15.2 24.2 27.3 9.1 15.2 9.1 

 35～39歳 31 22.6 22.6 29.0 3.2 22.6 25.8 

 40～44歳 16 25.0 31.3 50.0 25.0 18.8 18.8 

 45 歳以上 21 28.6 4.8 28.6 4.8 23.8 42.9 

 

  ｎ 福利・厚生 
介護・育児休
業制度の有無 

法令順守（パ

ワハラ・セクハ
ラなど） 

その他 無回答 

全体  127 8.7 3.9 3.1 2.4 40.9 

年齢 19 歳以下 9 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 

 20～24歳 7 14.3 0.0 42.9 0.0 0.0 

 25～29歳 9 22.2 0.0 0.0 0.0 22.2 

 30～34歳 33 6.1 3.0 3.0 0.0 60.6 

 35～39歳 31 12.9 9.7 0.0 6.5 45.2 

 40～44歳 16 0.0 0.0 0.0 0.0 43.8 

 45 歳以上 21 0.0 4.8 0.0 4.8 42.9 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（１０） よりよい労働市場形成のために必要な行政サービス 

 

よりよい労働市場形成のために必要な行政サービスは、「就労のマッチング」が 45.7％で突出して多くなっ

ています。また、「就労に関する相談窓口」が 24.8％で続いており、就職先の斡旋や相談に関する支援が求

められていると考えられます。 

問 32 稚内市のよりよい労働市場を形成するために、行政サービスとして必要だと感じるものは、次の

うちどれですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別の集計》 

○男女別にみても、「就労のマッチング」が男女ともに上位回答となっていますが、男性は「起業支

援」、女性は「就労に関する相談窓口」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 就労のマッチング 

企業などと 

連携した 
職業体験 

企業情報などの
情報発信 

合同就職（転職）
説明会 

ビジネススキル 

向上のための 
セミナー 

全体  634 45.7 24.6 23.8 13.7 20.7 

性別 男性 292 42.5 21.9 23.6 16.1 19.5 

 女性 331 48.6 27.2 24.2 12.1 21.8 

 

  ｎ 
就労に関する 
相談窓口 

起業支援 
職場環境向上の
ための企業向け

広報 

その他 無回答 

全体  634 24.8 21.8 14.4 4.4 12.6 

性別 男性 292 19.2 26.7 15.1 5.5 13.0 

 女性 331 29.9 17.2 14.2 3.0 12.7 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

45.7

24.8

24.6

23.8

21.8

20.7

14.4

13.7

4.4

12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

就労のマッチング

就労に関する相談窓口

企業などと連携した職業体験

企業情報などの情報発信

起業支援

ビジネススキル向上のためのセミナー

職場環境向上のための企業向け広報

合同就職（転職）説明会

その他

無回答 （n=634）
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《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみても、「就労のマッチング」が上位回答となっていますが、19 歳以下および 30～

34 歳は「企業などと連携した職業体験」の割合も高くなっています。 

○また、20～34 歳は「企業情報などの情報発信」、「ビジネススキル向上のためのセミナー」の割

合も高くなっています。 

（％） 

  ｎ 就労のマッチング 
企業などと 
連携した 
職業体験 

企業情報などの

情報発信 

合同就職（転職）

説明会 

ビジネススキル 
向上のための 
セミナー 

全体  634 45.7 24.6 23.8 13.7 20.7 

年齢 19 歳以下 17 35.3 41.2 17.6 11.8 17.6 

 20～24歳 53 50.9 22.6 34.0 22.6 20.8 

 25～29歳 63 41.3 19.0 31.7 25.4 30.2 

 30～34歳 92 50.0 39.1 22.8 14.1 30.4 

 35～39歳 139 46.8 23.0 18.0 10.1 23.0 

 40～44歳 134 45.5 20.9 20.9 11.2 17.9 

 45 歳以上 125 44.0 21.6 27.2 12.0 9.6 

 

  ｎ 
就労に関する 
相談窓口 

起業支援 

職場環境向上の

ための企業向け
広報 

その他 無回答 

全体  634 24.8 21.8 14.4 4.4 12.6 

年齢 19 歳以下 17 17.6 23.5 5.9 5.9 17.6 

 20～24歳 53 20.8 15.1 20.8 1.9 7.5 

 25～29歳 63 23.8 25.4 19.0 0.0 15.9 

 30～34歳 92 30.4 15.2 8.7 7.6 4.3 

 35～39歳 139 20.9 17.3 12.9 6.5 12.2 

 40～44歳 134 26.9 25.4 9.7 4.5 14.2 

 45 歳以上 125 26.4 28.0 22.4 1.6 17.6 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《就業形態別の集計》 

○就業形態別にみると、現在働いていない人は「就労のマッチング」とともに「企業情報などの情報

発信」の割合が高くなっている一方、「就労に関する相談窓口」は全体よりも低い状況にあり、就

職先の斡旋を求めていると同時に、自分で就職先を探したいという意向があると考えられます。 

○専業主婦・主夫は、全体と比べて「企業などと連携した職業体験」の割合が高くなっており、就職

先の斡旋だけでなく、職業を体験しながら職場を選びたいという意向がうかがえます。 

（％） 

  ｎ 
就労の 
マッチング 

企業などと連携
した職業体験 

企業情報などの
情報発信 

合同就職（転
職）説明会 

ビジネススキル
向上のためのセ
ミナー就労のマ

ッチング 

全体  634 45.7 24.6 23.8 13.7 20.7 

就業形態 正規の社員・職員 312 48.1 21.2 23.7 16.0 21.5 

 派遣・契約社員 36 55.6 16.7 22.2 19.4 22.2 

 パート・アルバイト等 99 45.5 27.3 25.3 9.1 19.2 

 会社経営者 8 62.5 12.5 12.5 12.5 25.0 

 自営業 23 34.8 30.4 17.4 13.0 4.3 

 家業を手伝っている 14 35.7 21.4 7.1 7.1 14.3 

 学生 11 45.5 36.4 36.4 18.2 36.4 

 専業主婦・主夫 86 45.3 38.4 23.3 9.3 26.7 

 働いていない 30 40.0 23.3 40.0 13.3 13.3 

 その他 4 0.0 50.0 0.0 25.0 0.0 

 

  ｎ 
就労に関する 
相談窓口 

起業支援 
職場環境向上
のための企業向

け広報 

その他 無回答 

全体  634 24.8 21.8 14.4 4.4 12.6 

就業形態 正規の社員・職員 312 21.8 23.4 15.1 4.8 10.3 

 派遣・契約社員 36 22.2 22.2 22.2 2.8 16.7 

 パート・アルバイト等 99 31.3 21.2 16.2 1.0 17.2 

 会社経営者 8 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 

 自営業 23 30.4 39.1 8.7 0.0 26.1 

 家業を手伝っている 14 28.6 35.7 7.1 7.1 14.3 

 学生 11 27.3 18.2 18.2 0.0 0.0 

 専業主婦・主夫 86 30.2 15.1 9.3 5.8 5.8 

 働いていない 30 23.3 16.7 16.7 10.0 6.7 

 その他 4 25.0 0.0 0.0 25.0 50.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

 

  



  
67 

 

６．人口減少について 

（１） 人口減少に関する不安度 

 

「丌安を感じる」（39.9％）、「どちらかといえば丌安を感じる」（32.3％）の合計で 72.2％となり、７割以上の

人が人口減少に関して丌安を感じています。一方、「丌安を感じない」「どちらかといえば丌安を感じない」は

合わせて 9.7％となっています。 

問 33 稚内市の人口減少についてどのように感じていますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男女別、年齢階級別の集計》 

○男女別でみると、男性の方が「丌安を感じる」の割合が高く、女性よりも丌安度が高いと考えられ

ます。 

○年齢階級別では、「丌安を感じる」と「どちらかといえば丌安を感じる」の合計でみると、年齢階

級が高くなるにつれてその割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 丌安を感じる 
どちらかと 
いえば 

丌安を感じる 

どちらかと 
いえば 

丌安を感じない 

丌安を 

感じない 
よくわからない 無回答 

全体  634 39.9 32.3 2.4 7.3 16.7 1.4 

性別 男性 292 47.9 23.6 2.7 8.9 15.4 1.4 

 女性 331 32.6 40.2 2.1 5.7 17.8 1.5 

年齢 19 歳以下 17 29.4 29.4 5.9 5.9 11.8 17.6 

 20～24歳 53 34.0 20.8 1.9 9.4 34.0 0.0 

 25～29歳 63 30.2 38.1 1.6 11.1 15.9 3.2 

 30～34歳 92 33.7 37.0 3.3 6.5 18.5 1.1 

 35～39歳 139 36.0 34.5 1.4 10.1 17.3 0.7 

 40～44歳 134 48.5 32.1 4.5 3.7 11.2 0.0 

 45 歳以上 125 48.0 29.6 0.8 5.6 14.4 1.6 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

  

39.9

32.3

7.3

2.4

16.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不安を感じる

どちらかといえば不安を感じる

不安を感じない

どちらかといえば不安を感じない

よくわからない

無回答
（n=634）
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《居住地域別の集計》 

○居住地域別にみても、それぞれの地区で丌安を感じている人が多い状況ですが、特に、抜海・勇知

地区、天北地区は「丌安を感じる」、「どちらかといえば丌安を感じる」の合計が９割を超えてい

る状況です。 

（％） 

  ｎ 丌安を感じる 
どちらかとい
えば丌安を
感じる 

どちらかとい
えば丌安を
感じない 

丌安を 

感じない 

よく 

わからない 
無回答 

全体  634 39.9 32.3 2.4 7.3 16.7 1.4 

居住地域 潮見が丘中学校の校区 128 37.5 32.0 3.9 9.4 16.4 0.8 

 稚内中学校の校区 98 32.7 36.7 1.0 10.2 17.3 2.0 

 南中学校の校区 207 38.6 34.8 2.9 6.3 15.5 1.9 

 東中学校の校区 146 47.9 26.0 1.4 6.8 17.1 0.7 

 西地区 5 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 20.0 

 抜海・勇知地区 8 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 天北地区 14 64.3 28.6 0.0 0.0 7.1 0.0 

 宗谷地区 16 18.8 50.0 0.0 0.0 31.3 0.0 

※網掛け部は、無回答を除く、各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

（２） 人口減少で感じる不安の内容 

 

人口減少で感じる丌安の内容は、「地域を支える担い手の丌足」が 68.8％と最も多く、次いで「地域を支え

る産業の衰退」（65.5％）、「商店街などのにぎわいの喪失」（60.7％）が続いています。 

〈問 33 で「丌安を感じる」「どちらかといえば丌安を感じる」を選択した方のみ〉 

問 34 どのような丌安を感じていますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.8

65.5

60.7

54.1

41.3

38.0

14.8

4.4

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域を支える担い手の不足

地域を支える産業の衰退

商店街などのにぎわいの喪失

社会保障費の負担増加

公的サービスの縮小

公共交通手段の縮小・廃止

地域の伝統や文化の喪失

その他

無回答 （n=458）
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《男女別の集計》 

○男女別にみると、男性は「地域を支える産業の衰退」、女性は「地域を支える担い手の丌足」の割

合が最も高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
地域を支える 
担い手の丌足 

商店街などの 
にぎわいの喪失 

地域を支える 
産業の衰退 

社会保障費の 
負担増加 

公的サービスの 
縮小 

全体  458 68.8 60.7 65.5 54.1 41.3 

性別 男性 209 69.4 58.9 70.8 48.8 41.6 

 女性 241 68.5 61.8 61.0 58.9 41.1 

 

  ｎ 
公共交通手段の 

縮小・廃止 

地域の伝統や 

文化の喪失 
その他 無回答 

全体  458 38.0 14.8 4.4 0.2 

性別 男性 209 36.4 16.3 4.3 0.5 

 女性 241 38.6 13.7 4.6 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別にみても、「地域を支える担い手の丌足」、「地域を支える産業の衰退」、「商店街な

どのにぎわいの喪失」が上位回答となっていますが、20～29 歳は「商店街などのにぎわいの喪失」

が他年齢階級と比べて高く、45 歳以上は「地域を支える産業の衰退」の割合が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
地域を支える 
担い手の丌足 

商店街などの 
にぎわいの喪失 

地域を支える 
産業の衰退 

社会保障費の 
負担増加 

公的サービスの 
縮小 

全体  458 68.8 60.7 65.5 54.1 41.3 

年齢 19 歳以下 10 80.0 40.0 60.0 30.0 20.0 

 20～24歳 29 62.1 65.5 58.6 51.7 44.8 

 25～29歳 43 79.1 65.1 60.5 41.9 39.5 

 30～34歳 65 67.7 53.8 58.5 56.9 52.3 

 35～39歳 98 63.3 61.2 62.2 53.1 34.7 

 40～44歳 108 69.4 61.1 67.6 64.8 38.9 

 45 歳以上 97 72.2 61.9 77.3 51.5 46.4 

 

  ｎ 
公共交通手段の 
縮小・廃止 

地域の伝統や 
文化の喪失 

その他 無回答 

全体  458 38.0 14.8 4.4 0.2 

年齢 19 歳以下 10 10.0 40.0 0.0 0.0 

 20～24歳 29 24.1 10.3 6.9 0.0 

 25～29歳 43 44.2 14.0 4.7 0.0 

 30～34歳 65 36.9 12.3 3.1 0.0 

 35～39歳 98 35.7 13.3 4.1 0.0 

 40～44歳 108 41.7 18.5 4.6 0.9 

 45 歳以上 97 40.2 14.4 5.2 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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《居住地域別の集計》 

○居住地域別にみても「地域を支える担い手の丌足」、「地域を支える産業の衰退」、「商店街など

のにぎわいの喪失」がほぼ上位回答となっていますが、天北地区は「社会保障費の負担増加」、「公

共交通手段の縮小・廃止」の割合も高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
地域を支える 
担い手の丌足 

商店街などの 
にぎわいの喪失 

地域を支える 
産業の衰退 

社会保障費の 
負担増加 

公的サービス
の縮小 

全体  458 68.8 60.7 65.5 54.1 41.3 

居住地域 潮見が丘中学校の校区 89 76.4 60.7 68.5 56.2 48.3 

 稚内中学校の校区 68 58.8 61.8 52.9 50.0 39.7 

 南中学校の校区 152 67.1 60.5 65.1 53.9 38.2 

 東中学校の校区 108 69.4 53.7 68.5 55.6 42.6 

 西地区 2 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0 

 抜海・勇知地区 8 75.0 87.5 87.5 62.5 37.5 

 天北地区 13 92.3 69.2 76.9 76.9 38.5 

 宗谷地区 11 54.5 81.8 63.6 27.3 27.3 

 

  ｎ 
公共交通手段

の縮小・廃止 

地域の伝統や 

文化の喪失 
その他 無回答 

全体  458 38.0 14.8 4.4 0.2 

居住地域 潮見が丘中学校の校区 89 40.4 13.5 1.1 0.0 

 稚内中学校の校区 68 39.7 11.8 2.9 1.5 

 南中学校の校区 152 37.5 13.8 3.9 0.0 

 東中学校の校区 108 33.3 14.8 8.3 0.0 

 西地区 2 50.0 100.0 0.0 0.0 

 抜海・勇知地区 8 50.0 50.0 25.0 0.0 

 天北地区 13 53.8 23.1 0.0 0.0 

 宗谷地区 11 18.2 18.2 0.0 0.0 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 
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（３） 人口減少対策で力を入れるべき取組み 

 

人口減少対策で市が力を入れるべき取組みは、「医療・福祉の充実」（60.9％）と「子育て支援の充実」

（50.8％）が他を引き離して多くなっており、医療を含めた福祉施策の充実に力を入れるべきという意見が多く

なっています。 

次いで、「移住・定住対策」が 30.4％で続いているとともに、雇用に関連が深い項目の中では、「企業誘致」

（26.2％）が上位回答となっています。 

問 35 人口減少に歯止めをかけるために、市はどのような施策に力を入れるべきだとお考えですか。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.9

50.8

30.4

26.2

22.2

20.7

16.4

10.4

7.9

7.9

7.3

3.6

2.1

0.8

4.1

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

医療・福祉の充実

子育て支援の充実

移住・定住対策

企業誘致

観光の振興

未婚化・晩婚化対策

商業・サービス業の振興

水産業の振興

エネルギー事業の振興

起業支援

地域コミュニティの活性化

農業の振興

工業の振興

林業の振興

その他

無回答 （n=634）
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《男女別の集計》 

○男女別でみても、「医療・福祉の充実」および「子育て支援の充実」が上位回答となっていますが、

それぞれの割合は女性の方が高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
未婚化・晩
婚化対策 

子育て支
援の充実 

医療・福祉
の充実 

移住・定住
対策 

農業の振興 林業の振興 
水産業の
振興 

工業の振興 

全体  634 20.7 50.8 60.9 30.4 3.6 0.8 10.4 2.1 

性別 男性 292 22.3 45.2 50.3 30.1 4.8 1.0 12.7 3.1 

 女性 331 19.6 55.6 69.8 31.4 2.7 0.6 7.9 1.2 

 

  ｎ 
商業・サービ
ス業の振興 

観光の振興 
エネルギー 
事業の振興 

起業支援 企業誘致 

地域コミュ

ニティの活
性化 

その他 無回答 

全体  634 16.4 22.2 7.9 7.9 26.2 7.3 4.1 2.8 

性別 男性 292 14.7 23.3 9.2 9.6 29.5 6.8 4.8 2.4 

 女性 331 17.8 21.1 6.6 6.3 23.0 7.9 3.6 3.3 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 

 

《年齢階級別の集計》 

○年齢階級別でみても、「医療・福祉の充実」および「子育て支援の充実」が上位回答となっていま

すが、19 歳以下は「移住・定住対策」の割合も高くなっています。 

○また、20～24 歳は「商業・サービス業の振興」、40 歳以上では「企業誘致」の割合が他年齢階級

と比べて高くなっています。 

（％） 

  ｎ 
未婚化・晩
婚化対策 

子育て支
援の充実 

医療・福祉
の充実 

移住・定住
対策 

農業の振興 林業の振興 
水産業の
振興 

工業の振興 

全体  634 20.7 50.8 60.9 30.4 3.6 0.8 10.4 2.1 

性別 19 歳以下 17 11.8 47.1 23.5 47.1 5.9 0.0 5.9 0.0 

 20～24歳 53 22.6 47.2 52.8 32.1 1.9 0.0 7.5 0.0 

 25～29歳 63 30.2 65.1 54.0 30.2 3.2 0.0 4.8 1.6 

 30～34歳 92 20.7 68.5 67.4 31.5 5.4 0.0 6.5 2.2 

 35～39歳 139 22.3 46.8 57.6 28.8 2.9 2.9 12.9 2.9 

 40～44歳 134 17.9 50.7 64.9 23.9 4.5 0.7 14.9 2.2 

 45 歳以上 125 17.6 37.6 66.4 37.6 3.2 0.0 9.6 2.4 

 

  ｎ 
商業・サービ
ス業の振興 

観光の振興 
エネルギー 
事業の振興 

起業支援 企業誘致 
地域コミュ
ニティの活

性化 

その他 無回答 

全体  634 16.4 22.2 7.9 7.9 26.2 7.3 4.1 2.8 

年齢 19 歳以下 17 0.0 23.5 5.9 5.9 17.6 11.8 0.0 17.6 

 20～24歳 53 35.8 34.0 1.9 3.8 26.4 11.3 0.0 0.0 

 25～29歳 63 20.6 19.0 6.3 6.3 12.7 11.1 7.9 4.8 

 30～34歳 92 19.6 19.6 6.5 2.2 22.8 4.3 3.3 2.2 

 35～39歳 139 16.5 23.0 12.9 8.6 22.3 7.2 2.9 2.2 

 40～44歳 134 14.9 20.1 6.7 11.2 32.1 8.2 6.7 2.2 

 45 歳以上 125 7.2 21.6 8.0 10.4 32.8 4.8 4.0 3.2 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目  
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《居住地域別の集計》 

○居住地域別でみても、多くの地区で「医療・福祉の充実」および「子育て支援の充実」が上位回答

となっていますが、抜海・勇知地区は「移住・定住対策」が最も多くなっています。 

 

（％） 

  ｎ 
未婚化・晩
婚化対策 

子育て支
援の充実 

医療・福祉
の充実 

移住・定住
対策 

農業の振興 林業の振興 
水産業の
振興 

工業の振興 

全体  634 20.7 50.8 60.9 30.4 3.6 0.8 10.4 2.1 

性別 
潮見が丘中
学校の校区 

128 26.6 49.2 64.8 28.9 2.3 0.8 10.9 3.1 

 
稚内中学校
の校区 

98 12.2 46.9 60.2 28.6 0.0 1.0 10.2 2.0 

 
南中学校の
校区 

207 21.7 55.1 63.3 33.3 1.4 0.0 10.1 1.4 

 
東中学校の
校区 

146 19.9 47.9 56.2 28.1 5.5 1.4 10.3 2.1 

 西地区 5 20.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 
抜海・勇知
地区 

8 0.0 37.5 50.0 62.5 50.0 0.0 12.5 0.0 

 天北地区 14 21.4 42.9 57.1 50.0 35.7 7.1 7.1 7.1 

 宗谷地区 16 31.3 68.8 50.0 25.0 0.0 0.0 12.5 0.0 

 

  ｎ 
商業・サービ
ス業の振興 

観光の振興 
エネルギー 
事業の振興 

起業支援 企業誘致 
地域コミュ
ニティの活

性化 

その他 無回答 

全体  634 16.4 22.2 7.9 7.9 26.2 7.3 4.1 2.8 

年齢 
潮見が丘中

学校の校区 
128 21.9 21.9 7.0 8.6 21.9 8.6 5.5 4.7 

 
稚内中学校
の校区 

98 14.3 21.4 6.1 6.1 30.6 7.1 5.1 3.1 

 
南中学校の
校区 

207 15.9 20.8 8.2 7.2 25.1 7.2 1.0 2.4 

 
東中学校の
校区 

146 15.8 24.0 9.6 9.6 27.4 6.2 5.5 1.4 

 西地区 5 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 

 
抜海・勇知
地区 

8 0.0 50.0 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0 

 天北地区 14 7.1 35.7 14.3 7.1 42.9 21.4 0.0 0.0 

 宗谷地区 16 18.8 0.0 6.3 6.3 31.3 6.3 6.3 6.3 

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目 


